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東京工業大学のシンボルマーク
　
　表紙のシンボルマークは，昭和２３年，当時東
京美術学校教授の堀　信二氏の図案によるも
ので，工業の「工」の字につばめを「大」の字
に図案化して配している。また，「工」の字は，窓
をかたどっており，学窓の意味をも象徴してい
る。また，「つばめ」は，瑞鳥として古くから
慶ばれているものである。

　この要覧は，本学ホームページでもご覧いただけます。
　http://www.titech.ac.jp/
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ごあいさつ

　東京工業大学は１２０余年の歴史と伝統を背景に，科学技術の

時代を切り拓く，我が国の代表的な「理工系総合大学」であ

ります。２０００年（平成１２年）には，これまでの学部を中心と

した教育研究体制を改め，大学院重点化を達成し，５大学院

研究科（理工学，生命理工学，総合理工学，情報理工学，社

会理工学），３学部（理学，工学，生命理工），４附置研究所

（資源化学，精密工学，応用セラミックス，原子炉工学），および数多くの学内共同教育研究施

設を擁した「研究大学」に刷新いたしました。

　本学は「世界に通じる人材の育成」，「世界に誇る知の創造」，「世界に誇る知の活用」を三大

目標に掲げ，科学技術の世界を先導する使命を果たします。運営にあたっては，目前に迫った

国立大学法人化を見据えて，学長の下に教育推進室，研究戦略室，評価室，国際室を設置し，

全学の戦略的運営体制を整備いたしました。

　第一は，人間・地球環境の視点で科学・技術を捉え，創造性に富み，国際的にリーダーシッ

プを発揮できる人材の育成であります。本学出身者は，とくに論理的思考性と専門的知識に優

れているとの評価がきわめて高く，多様な分野で我が国の発展に貢献してまいりました。我が

国の三年連続ノーベル化学賞受賞の先駆けになった本学出身の白川英樹博士はまだ記憶に新し

いところであります。最近著しく進展する学生の多様化に向けて，四大学連合（本学と一橋大，

東京医科歯科大，東京外国語大）の複合領域コース，外国の大学への短期留学，国内他大学と

の単位互換など多彩なプログラムを展開しています。国際大学院コースでは英語で講義が行わ

れ，２００２年（平成１４年）には，その一部の講義をタイ王国に開設したTokyo Tech Office in 

Thailand に衛星中継し，さらにアジア工科大学（ＡＩＴ）等に配信する国際教育を始めました。

　第二は，個々の研究者の独創的研究のさらなる活性化と，本学の強い研究分野を軸にした世

界的研究拠点の形成であります。２００２年度にスタートした文部科学省の２１世紀ＣＯＥプログラ

ムに４課題のＣＯＥが採択されました。これらは本学のもっとも強みとするところであり，す

でに世界的研究教育拠点形成に向けて活発な活動が展開されています。

　第三は，本学で創出された知的資産の活用による社会貢献であります。知的財産としての評

価，知財化，技術移転，起業化支援を基盤に，産学連携を全学的・体系的に強力に推進してお

ります。

東京工業大学長 
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「２１世紀COEプログラム」に４件採択
　世界最高水準の研究教育拠点の形成を目指す，文部科学省「２１世紀COE（センター・オブ・エクセレンス）
プログラム」が始まり，５０大学，１１３件が採択された。本学は，「生命科学」，「化学・材料化学」，「情報・電
気・電子」の３分野で４件，当初配分は総額７億５，１００万円，継続年数は５年でスタートした。（詳細について
はP．１６参照）。

 １．東京工業大学の現在
２００２年度の主なできごと

スーパーサイエンスハイスクール「SSH」に附属工業高等学校が指定
　平成１４年５月に、文部科学省の平成１４年度新規事業である「スーパーサイエンスハイスクール事業」（理科・
数学に重点を置いたカリキュラムを開発し、大学や研究機関との効率的な連携方策を探り、科学技術系人材の
育成を図る事業）の指定校に本学附属高校が指定（全国で２６校が指定校）された。

大　学　会　館

　本学の学生サークル「Meister（マイスター）」
は平成１４年７月２８日に滋賀県の琵琶湖で開催され
た「第２６回鳥人間コンテスト選手権大会」に参加，
人力プロペラ機部門で昨年の記録を塗り替える
６２０１．７４mを飛び，見事２年連続で優勝した。

鳥人間コンテスト
Meister二連覇達成

「東工大発ベンチャー」の称号を本学関連
のベンチャー企業１６社に授与
　本学の研究成果又は人的資源等を活用して起業されたベ
ンチャー企業に「東工大発ベンチャー」の称号を付与する
ことを決定した。平成１５年１月９日に初めて，申請のあった
企業１６社に対し，授与式を行った。

タイ王国バンコクに海外拠点を開設
　本学初の海外拠点「TOKYO TECH OFFICE（THAILAND）」
がバンコク郊外タイサイエンスパークにあるタイ国家科学
技術開発庁（NSTDA）内に開設され，その開所式を，平成
１４年１０月１７日に同所で挙行した。
　TOKYO TECH OFFICE（THAILAND） は，衛星を利用し
た講義配信をはじめ，国際共同研究，帰国留学生の継続教
育の場など，東工大の教育研究における国際協働のベース
としてコーディネーターの役割を果たすことが期待される。
　また，平成１４年１２月２３日には，タイ王国タクシン首相が，
TOKYO TECH OFFICE（THAILAND）に立ち寄られ，イ
ンターネットによる遠隔会議システムで相澤益男学長との
意見交換が行われた。開所式の様子

授与式の様子

鳥人間コンテストの様子
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東工大挑戦的研究賞，東工大リーダ
ーシップ賞，東工大教育賞の制定
　平成１４年度より，本学では，新たに東工大挑戦的研究賞，
東工大リーダーシップ賞，東工大教育賞の三賞を制定した。
　各賞の概要は次のとおり。
�「東工大挑戦的研究賞」：若手教官の挑戦的研究の奨励を目的に，独創性豊かな新進気鋭の研究者を表彰。
�「東工大リーダーシップ賞」：学生の国際的リーダーのシップの育成を目的に，素養に溢れる学生を表彰。
�「東工大教育賞」：教育方法及び教育技術の向上を目的に，教育方法等に優れた教官を表彰。

�広報活動及び広報に伴う渉外
�学内及び学外の情報収集
�社会連携活動に係る企画・立案及び各部局等との連絡調整
�学内の社会連携活動に係る情報分析及び収集
を主な任務とし，教育サービス面における社会との連携を強化
するために，広報センターを改組して設置した。

広報 ・ 社会連携センター， 総合安全管理センター，
　教育推進室を設置
「広報・社会連携センター」（平成１４年１０月１日設置）　　　

広報・社会連携センターイメージ図　　

「総合安全管理センター」
（平成１４年１０月１日設置）

�本学の総合安全管理に係る全学的事項の企画・立案
�教育・研究活動に伴って発生する環境汚染，健康障害，
事故及び災害に対する安全管理並びに教育訓練等の実施
を主な任務とし，部局で分散して実施していた環境保全，
健康安全管理，防災・交通安全等の安全管理に関する業
務について，総合的な観点から，機能的かつ効率的な体
制を構築すべく，安全管理体制を一元化し総合的に安全
管理を行う組織として設置した。 総合安全管理センターイメージ図

教育推進室イメージ図

「教育推進室」（平成１５年５月１５日設置）

�教育理念及び将来構想，教育に係る全学的指針の企画・立案
�厚生補導及び入学試験に関する基本的事項の企画・立案
�教育に関する具体的事項の策定及び推進
�各学部・研究科教育委員会等との連携・協力
を主な任務とし，本学における教育の効果的かつ円滑な推進に
資することを目的として，設置した。

東工大挑戦的研究賞授与式の様子
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 ２．運営諮問会議委員
（平成１５年４月１日現在）

東京外国語大学長池　 端　 雪　 浦

東北大学未来科学技術共同研究センター客員教授（東北大学名誉教授）大　 見　 忠　 弘

日本電気株式会社相談役金　 子　 尚　 志

ユネスコ政府代表部大使佐　 藤　 禎　 一

学校法人根津育英会理事長・武蔵学園長（元東京工業大学長）田　 中　 郁　 三

社団法人蔵前工業会相談役千　 野　 　 　 孝

京都大学長長　 尾　 　 　 �

財団法人　数理科学振興会理事長廣　 中　 平　 祐

目黒区長藥 師 寺　 克　 一

（以上５０音順）

 ３．部局長・評議員・事務系役職者

部　局　長

（平成１５年４月１日現在）

瀧口　克己大学院情報理工学研究科長小川　浩平副 学 長 （ 教 育 担 当 ）

圓川　隆夫大学院社会理工学研究科長下河�　明副 学 長 （ 研 究 担 当 ）

石田　　�資 源 化 学 研 究 所 長中澤　　清理 学 部 長

上羽　貞行精 密 工 学 研 究 所 長三木　千壽大学院理工学研究科長・工学部長

鯉沼　秀臣応用セラミックス研究所長大倉　一郎大学院生命理工学研究科長・生命理工学部長

藤井　靖彦原 子 炉 工 学 研 究 所 長大町　�夫大学院総合理工学研究科長

横山　正明附 属 図 書 館 長
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評　議　員

（平成１５年４月１日現在）

内川　惠二大学院総合理工学研究科教授相澤　益男学 長

山�陽太郎同中澤　　清理 学 部 長

瀧口　克己大学院情報理工学研究科長細谷　曉夫大 学 院 理 工 学 研 究 科 教 授

宇治橋貞幸大学院情報理工学研究科教授柿沼　勝己同

藤原　英二同三木　千壽大学院理工学研究科長・工学部長

圓川　隆夫大学院社会理工学研究科長岡崎　　健大 学 院 理 工 学 研 究 科 教 授

牟田　�光大学院社会理工学研究科教授藤井　信生同

今田　�俊同大倉　一郎大学院生命理工学研究科長・生命理工学部長

石田　　�資 源 化 学 研 究 所 長橋本　弘信大学院生命理工学研究科教授

上羽　貞行精 密 工 学 研 究 所 長海野　　肇同

鯉沼　秀臣応用セラミックス研究所長大町　�夫大学院総合理工学研究科長

藤井　靖彦原 子 炉 工 学 研 究 所 長

事務系役職者

（平成１５年４月１日現在）

細川　洋治研 究 協 力 部 長佐々木順司事 務 局 長

松井　英蔵研 究 協 力 課 長佐藤　　賢総 務 部 長

光岡　英行国 際 交 流 課 長大山　卓也総 務 課 長

前田　正満人 事 課 長

藤瀬　政和理工学研究科理学系等事務長田邉　耕次企 画 広 報 室 長

青木　宣男理工学研究科工学系等事務長

奥原　　明工学部附属工業高等学校事務長上國料伸一経 理 部 長

鈴木　　競主 計 課 長

上野　崇彰す ず か け 台 地 区 事 務 部 長加藤　妙子経 理 課 長

森谷 　�治庶 務 課 長岩上　信義情 報 処 理 課 長

前田　敏廣経 理 課 長町田　俊治契 約 室 長

河上　成海教 務 課 長

井上　信一学 務 部 長

土川　孝平原子炉工学研究所事務長三橋　　顯教 務 課 長

熊谷　英男厚 生 課 長

朝妻三代治附 属 図 書 館 事 務 部 長小泉　信隆入 試 課 長

棚橋　　章情 報 管 理 課 長小林　昭男留 学 生 課 長

杉山　宗武情 報 サ ー ビ ス 課 長

塩野　　寛施 設 部 長

小松　幸雄企 画 課 長

老田　　進建 築 課 長

寒河江　武設 備 課 長
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������ （平成１５年５月１５日現在）

東 
　 
　 
京 
　 
　 
工 
　 
　 
業 
　 
　 
大 
　 
　 
学   

学 
　 
部   

附 
置 
研 
究 
所   

大 
学 
院   

理 学 部  

工 学 部  

生 命 理 工 学 部  

附 属 図 書 館  

研 究 協 力 部  

施 設 部  

学 務 部  

経 理 部  

総 務 部  

理工学研究科工学系 
等 事 務 部  

理工学研究科理学系 
等 事 務 部  

 すずかけ台地区事務部 

国 際 交 流 課  

研 究 協 力 課  

設 備 課  

建 築 課  

企 画 課  

留 学 生 課  

入 試 課  

厚 生 課  

教 務 課  

契 約 室  

情 報 処 理 課  

経 理 課  

主 計 課  

企 画 広 報 室  

人 事 課  

総 務 課  

教 務 課  

経 理 課  

庶 務 課  

情報サービス課 

情 報 管 理 課  

事 務 部  

事 務 部  

事 務 局  

資 源 化 学 研 究 所  

精 密 工 学 研 究 所  

応用 セ ラ ミ ッ ク ス 研究所 

原子炉工学研究所 

事 務 部  

す ず か け 台 分 館  

附属工業高等学校 

附属像情報工学研究施設 

附属構造デザイン研究センター 

附属マイクロシステム研究センター 

附属資源循環研究施設 

理 工 学 研 究 科  

生命理工学研究科 

総合理工学研究科 

情報理工学研究科 

社会理工学研究科 

（理学系） 
  
  
（工学系） 

広報・社会連携センター 

国 　 際 　 室  

評 　 価 　 室  

研 究 戦 略 室  

教 育 推 進 室  

総合安全管理センター 

保 健 管 理  セ  ン  タ  ー    

教 育 工 学 開 発  セ  ン  タ  ー    

フ ロ ン テ ィ ア 創造共同研究 セ ン タ ー   

教育環境創造研究センター   

火 山 流 体 研 究  セ  ン  タ  ー    

留 学 生  セ  ン  タ  ー    

バイオ研究基盤支援総合センター 

炭素循環エネルギー研究センター   

量子効果エ レ ク ト ロ ニ ク ス 研究 セ ン タ ー   

外国語研究教育 セ  ン  タ  ー    

理 財 工 学 研 究  セ  ン  タ  ー    

学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
等（
省
令
施
設
） 

学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
等（
学
内
措
置
） 

極低温物性研究センター 

学 術 国 際 情 報 セ ン タ ー  

  

ベンチ ャ ー ・ ビ ジネス ・ ラボ ラ ト リ ー   

総 合 研 究 館  

国 際 交 流 会 館  

百 年 記 念 館  

地 球 史 資 料 館  

建 築 物 理 研 究  セ  ン  タ  ー    

創　　造　　研　　究　　棟 

国際高分子基礎研究 セ ン タ ー   

東京工業大学キャンパス・イノベーションセンター   

総 合 分 析 支 援 セ ン タ ー    

インキュベーションセンター 
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授 業 科 目 例学 科 目学　　科

代数学概論，代数学，線形空間論，幾何学概論，幾何学，位相幾何学，解析概論，関
数解析，応用解析，実解析，確率過程論，複素解析，微分方程式概論数学数 学

（１学科目）
物理学実験，物質中の電磁気学，電磁場の古典論，化学物理，相対論的量子力学，
基礎固体物理，原子核物理学概論，光物理学，宇宙物理学概論，現代物性物理，素
粒子物理学概論，一般相対論，生物物理学概論，物理数学特論，解析力学，電磁気
学，物理数学，現代物理学序論，物理実験学，量子力学，熱・統計力学

物理学物 理 学
（１学科目）

分析化学，化学基礎実験，安全の化学，無機化学，有機反応論，化学総合実験，物
理化学，結晶化学，凝縮体化学，量子化学，物性化学，放射線化学，有機化学，天
然物化学，合成有機化学，化学基礎実験

化学化 学
（１学科目）

集合と位相，応用線形代数，確率と統計，計算機科学概論，代数系，複素解析，アルゴ
リズムとデータ構造，非線形解析学序論，数理論理学，数値解析，計画数学，情報理論，
オートマトンと数理言語論，計算機システム，応用微分方程式論，組合せ理論，データ
解析，計算の理論，コンパイラ，オペレーティングシステム

情報科学情 報 科 学
（１学科目）

数値地球惑星科学，地球史，地震学，地惑実験，地惑巡検，地球惑星電磁気学，宇
宙プラズマ物理学，太陽系物理学，惑星科学序論，地球惑星物理学序論，地球惑星
物質学序論，宇宙化学，地球化学，地域内部物理学

地球惑星科学地球惑星科学
（１学科目）

��������������	

授 業 科 目 例学 科 目学　　科

物理化学，表面物理化学，構造材料，固体の変形，凝固現象と組織，金属の相変態，
高温反応の熱力学，移動速度論，結晶回折，金属物性，結晶評価工学，材料解析，格
子欠陥，高温プロセス工学，界面現象と反応速度，エレクトロニクス材料工学，材料加工

金属工学金 属 工 学
（１学科目）

有機材料物性，有機材料物理化学，有機材料成形工学，有機材料合成化学，有
機化学，量子材料物性，有機材料工学実験，繊維・複合材料有機材料工学有機材料工学

（１学科目）
エレクトロニクス材料，セラミック材料化学，セラミックスプロセシング，セラミックス基礎
計測，結晶化学，セラミックス電子物性，物理化学，分析化学，地質鉱物学，社会基盤
セラミックス，界面化学，セラミックス概論，セラミックス機械物性，無機化学

無機材料工学無機材料工学
（１学科目）

基礎化学工学，化工数学，化工熱力学，プロセス工学，化工情報処理，化学プロセス設
計実習，情報処理概論，反応工学，触媒化学，装置の設計と材料，材料科学，化学工学
量論，移動論，エネルギー操作，物質移動操作，機械的操作，プロセス安全工学，化工プ
ロセスシステム工学，環境保全プロセス概論，物理化学，触媒化学，量子化学，工業化学，
無機化学，無機固体化学，有機化学，有機合成化学，分子触媒化学，天然物化学

化学工学，応用化
学

化 学 工 学
（２学科目）

高分子計算化学，物理化学，高分子構造，高分子物性，有機化学，高分子化学，
高分子工業化学，生体高分子，特性解析，基礎生命工学高分子工学高分子工学

（１学科目）
変形の力学，破損の科学，弾性力学，材料の科学，成形の力学，加工とプロセス，独
創機械設計，熱科学，熱輸送物理学，地球環境科学，流体科学，数理流体科学，機械
運動システム学，機械要素，機械要素設計，メカトロニクス・テクノロジー，計算機援用
工学，情報処理演習，工学数理解析，機械振動基礎論，機械の動力学と制御，ラボラ
トリー・セミナー，機械工作実習

機械科学機 械 科 学
（１学科目）

知的統合生産システム，ダイナミックシステム，メカトロニクス設計演習，伝熱学，工学
数学，基礎流体力学，基礎トライボシステム，熱流体エネルギーシステム，固体システム
学，一般材料力学，材料物性，機械知能システム学，エネルギーと流れ

機械知能システム
学

機 械 知 能
システム学
（１学科目）

熱輸送学基礎，熱エネルギーシステム学，熱物質移動論，固体力学基礎，構造制御学，
破壊制御学，材料物性基礎，材料機能システム学，極限材料プロセス学，ロボット工学
基礎，メカトロニクス，機械システム学，振動波動学，振動解析学，流体力学基礎，実在
流体力学，流体物理学

機械宇宙学機械宇宙学
（１学科目）

動的システム基礎， 現代制御論， ディジタル制御，計測制御数学 ， 自動制御，流体制御シス
テム，画像と信号の処理，計測システム論，創造設計第二，マイクロコンピュータ及び
演習，加工学基礎，要素設計，生産加工技術，熱エネルギー変換学，熱と流体の力学

制御システム工学
制御システム
工 学
（１学科目）

経営管理論，経済学概論，会計情報論，経営財務，数理工学，確率モデル，オ
ペレーションズ・リサーチ，モデル化とOR，経営情報システム基礎

管理技術，数理シス
テム基礎

経営システム工学
（２学科目）
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授 業 科 目 例学 科 目学　　科

半導体物性，電子物性基礎論，電力電子工学実験，電気機器学，パワーエレクトロ
ニクス，電力工学，光電工学，高電圧・放電物性，通信理論概論，応用ベクトル解
析，電磁波，電磁波伝送工学及び電波法，基礎電気回路，集積回路設計基礎論，電
気磁気学，情報基礎学，論理回路理論，計算機論理設計，基礎電気情報数学，光伝
送工学，磁性・誘電体物性，アナログ電子回路，回路理論

電気電子工学，電
子物理工学

電気電子工学
（２学科目）

計算機論理設計，計算機アーキテクチャ，論理回路理論，オペレーティングシ
ステム，コンパイラ構成，計算基礎論，オートマトンと言語，プログラミング，
情報基礎学，データベース，人工知能基礎，数理論理学，情報認識，信号処理，
関数解析学，計算機ネットワーク，線形電子回路，離散構造とアルゴリズム，基
礎集積回路，集積回路設計，情報ネットワーク設計論，通信理論，ディジタル通信，
代数系と符号理論

情報工学情 報 工 学
（１学科目）

材料と部材の力学，土質力学，水環境計画，水理学，水文・河川工学，海岸・
海洋工学，交通計画，土木計画，都市計画学，コンクリート工学，鋼構造の設
計，空間デザイン，構造力学

土木工学土 木 工 学
（１学科目）

日本建築史，建築意匠，建築計画，建築構造力学，建築一般構造，建築構造設
計，建築生産，地盤工学建築学建 築 学

（１学科目）

都市計画概論，国土と地域の計画，経済学の基礎理論，経済システムと政策論，
公共経済学，公共システムのデザイン，社会システムの計画，人間環境の計画
史，空間設計の基礎，環境経済・政策論，住宅・土地政策

都市計画・地域計画，
景観デザイン，公共政
策，環境・経済システム

社 会 工 学
（４学科目）

開発システム工学概論，開発システム土木工学，開発システム工業数学・演習，開
発システム電気・情報工学，開発システム工学コロキウム，開発システム化学
工学，開発システム演習，開発システム機械工学，メカトロ要素，開発システ
ムフィールドワーク

開発システム工学開発システム工学
（１学科目）
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授 業 科 目 例学 科 目学　　科

生物化学（生命科），分子生物学，細胞生物学，分子生物学，微
生物科学，発生生物学，生物学，細胞構築学，生体情報学，物理
化学（生命科），生物有機科学

生化学，細胞生物学，生体反応学，
発生生物学，情報生体科学，生体
物理化学，生物科学

生 命 科 学
（７学科目）

生物化学 （生命工） ，生物有機科学，化学工学概論，生物化学工学，
遺伝子工学，生物工学基礎，細胞工学，分子生物学，物理化学
（生命工），高分子科学，有機化学 （生命工） ，生物物理化学

生物機能工学，生物化学工学，遺
伝子工学，細胞工学，生体材料学，
生体システム学

生 命 工 学
（６学科目）

���������	
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学士論文研究開始
↓

学科所属
↓

４３２第１学年

８７６５４３２第１学期

文 系 基 礎 科 目
総 合 科 目
情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 科 目 Ｌ ゼ ミ 科 目

健康・スポーツ科目

学士論文研究

理工系広域科目環 境 教 育 科 目

Ｆ ゼ ミ 科 目

理工系基礎科目 基礎専門科目

国際コミュニケーション科目�，�，上級

教職に関する科目
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兼担教官等の所属する講座等名講 座 ・ 研 究 部 門 等 名専 攻 名 等

計算機支援情報科学，数理科学，計算科学代数構造論，代数空間論，幾何学，位相数学，
解析学，大域数学数 学

基礎物理学理論，基礎物理学実験，境界領域基
礎物理学基 礎 物 理 学

極低温物性研究センター
量子物性物理学，統計固体物理学，応用物理学，
分子物理学，量子基礎実験，新領域物性物理学，
☆極低温物性物理学，※最先端物性物理学

物 性 物 理 学

炭素循環エネルギー研究センター，火山流体研
究センター

分子凝縮系化学，分子化学，有機化学，地球環
境化学，☆エネルギー環境化学，☆火山化学化 学

地球惑星物理学，地球惑星進化学，太陽系創世
学，宇宙探査学地球惑星科学

有機化学物質構造，物質変換，物質設計，物質機能物 質 科 学

材料構造機能，材料機能評価，環境適応型物質，
超機能物質

金属物理学，金属化学，材料設計工学，無機機
能材料，無機環境材料，複合材料材 料 工 学

高分子科学，ソフトマテリアル，有機材料工学有機・高分子物質

分子機能設計，化学反応設計応 用 化 学

技術構造分析，学術国際情報センタープロセス解析，プロセス設計，プロセス操作，
☆情報解析化 学 工 学

感性情報フロンティア，ニューフロンティア基
礎，機械運動制御，精巧機器，エネルギー環境，エ
ネルギー変換システム，エネルギー創造，人間
環境情報学，情報環境基礎

熱流体科学，ダイナミクス調和工学，機械シス
テム学，創成工学，構造システム科学機械物理工学

炭素循環エネルギー研究センター
知能工房学，材料機能システム学，エネルギー
工学，動的システム学，計測制御学，システム
制御，☆地球環境工学，☆環境熱工学

機械制御システム

極限熱流体力学，構造設計学，機械創造学機械宇宙システム

情報統合システム学，教育工学，エネルギー創
造，超高輝度光工学，進化情報デバイス，量子
効果エレクトロニクス研究センター

自律システム工学，電力エネルギー，通信伝送
工学，☆光デバイス工学，［エネルギー・マネー
ジメント］

電気電子工学

教育工学，量子効果エレクトロニクス研究セン
ター

先端電子工学，電気電子物性，集積デバイス，
☆量子デバイス物理電子物理工学

情報統合システム学，認知機構学，教育工学，
学術国際情報センター，理財工学研究センター

先端情報システム，高機能集積システム，情報
通信システム，☆知的ネットワーク集積システム

ニューフロンティア基礎，自然環境，統合情報
環境学，情報環境設計学社会基盤工学，広域環境工学，国土計画工学土 木 工 学

情報環境設計学，文教施設研究開発センター建築基礎学，建築計画学，建築設計学，環境建
築学，☆地域施設計画学建 築 学

留学生センター国際環境，開発基盤工学，開発産業システム，
☆国際共存国際開発工学

原子炉工学研究所，学術国際情報センター☆エネルギー工学，☆物質工学，☆システム ・ 安
全工学，※バックエンド工学原 子 核 工 学

※広域理学 （理学研究流動機構），工学基礎科学共 通 講 座

情報記録，像情報解析，像情報システム，応用
画像，知的システム，［ヘルスケア情報］，［ＩＴ
都市創造工学］

像 情 報 工 学
研 究 施 設

［　］内は，寄附講座又は寄附研究部門
☆印は，協力講座
※印は，客員講座
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講 座 名専 攻 名

バイオダイナミクス，バイオ構造化学，バイオ情報制御学，☆生命フロンティア，※広域生命科学分 子 生 命 科 学

情報・形態形成学，進化・統御学，細胞・発生生物学生 体 シ ス テ ム

生命情報医科学，高次生命情報，生命情報工学，※広域生命情報生 命 情 報

細胞・分子工学，生体分子プロセス，生物機能工学生 物 プ ロ セ ス

生体分子物性，生体材料設計，生体機能制御工学，※広域生体機能工学生体分子機能工学

☆印は，協力講座　　※印は，客員講座
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協 力 講 座 名基 幹 講 座 名専 攻 名

※超機能物質，※物質ダイナミクス※環境適応型物質物 質 科 学 創 造

錯体電子化学，触媒電子化学，有機電子化学，生物電子
化学，電子分光化学，固体物性化学※分子変換，※物質エネルギー変換物 質 電 子 化 学

超環境物質合成，低負荷物質合成，精密構造解析，電子活性物質，
相乗機能物質，材料機能評価，材料構造設計，物質フロンティア※材料構造機能，※量子表面材 料 物 理 科 学

環境エネルギー工学，環境材料工学，環境構造工学，環
境安全工学，環境化学システム，環境社会フロンティア※自然環境，※社会環境環境理工学創造

都市空間，都市環境，景観工学，環境設備※人間環境評価，※人間都市計画，
※ニューフロンティア基礎人間環境システム

エネルギー環境システム，直接変換システム，超高輝度
光工学

※エネルギー環境，※エネルギー変
換システム，※エネルギー創造創造エネルギー

環境分子変換， 化学プロセス計画， 高分子プロセス， 化学環境プロ
セス設計，環境調和分子設計，環境材料化学，環境微生物工学

※環境解析構築，※環境プロセス化
学化 学 環 境 学

情報像処理，イメージング工学，情報資源学，情報シス
テム，創造光情報デバイス，感性情報フロンティア

※未来型情報システム，※進化情報
デバイス

物理情報システム
創 造

※極限デバイス　※先端メカトロニクス※機能創造メカノマイクロ工学

知的機能形成，知覚認識機構，脳情報伝達，神経情報演
算，システム解析，システム情報科学，生産システム

※知能システム基礎，※複雑システ
ム解析，※創発システム知能システム科学

知的電子デバイス，波動応用機能デバイス，生体情報シ
ステム，物質情報フロンティア

※新機能電子デバイス，※新機能情
報システム電子機能システム

※印は，大講座

�������������

兼担教官等の
所属する講座等大 講 座 名　（分 野 名）専 攻 名

学術国際情報センター
計算機支援情報科学（計算機支援数理，ソフトウェア界面，数理情報科学），
数理科学（離散数理，非線形数理，統計数理，計画数理），計算科学（ソフ
トウェア解析，ソフトウェア構成，計算科学基礎，ソフトウェア科学基礎）

数理・計算科学

通信伝送工学，国際環
境，開発基盤工学，外
国語研究教育センター，
学術国際情報センター

情報統合システム学（ソフトウェア環境学，マルチメディア情報処理），
計算組織学（超高信頼性計算システム，非同期超並列アーキテクチャ），
ソフトウェア機構学（ソフトウェア設計論，ソフトウェア論理学），認
知機構学（知識工学，推論機構，計算言語学，情報認識機構）

計 算 工 学

動的システム学，シス
テム制御，材料機能シ
ステム学，計測制御学，
国土計画工学，国際環
境，計画理論

統合情報環境学（現象の情報化と意思決定，情報環境制御論，情報政
策科学，情報環境社会），人間環境情報学（人間環境情報，情報環境適
応），情報駆動システム（自律分散協調システム，情報環境センシング），
情報環境設計学（広域知識ベース，情報空間意匠論，知的情報基盤論）

情 報 環 境 学



��

�������������

兼担教官等の
所属する講座等大 講 座 名　（分 野 名）専 攻 名

外国語研究教育センタ
ー，留学生センター，
学術国際情報センター，
教育工学開発センター

人間開発科学（認知学習科学，教育システム開発，科学技術人材養成，
教育評価），行動システム（生体動態，身心相関，言語行為），☆教育
工学（学習メディア工学，先端学習システム）

人間行動システム

外国語研究教育センタ
ー，留学生センター

価値論理（価値構造，表象機能，価値表象，言説編成），社会数理（社
会システム，社会数理，社会計測），決定過程論（社会的選択，政経論
理，政治決定）

価 値 シ ス テ ム

理財工学研究センター，
工学基礎科学

開発 ・生産流通工学 （技術開発戦略基盤， 技術経営戦略工学， 生産 ・ 人
間相関， プロセス評価）， 財務経営工学 （経営計算， 理財工学） ，経営数
理 ・ 情報（経営数理工学 ，経営情報システム），技術構造分析（技術発達
動態分析，科学社会連関分析 ， 科学技術相関），エンジニアリング知的財産

経 営 工 学

人間環境評価，統合情
報環境学

国土・都市計画（都市計画，国土システム），公共システムデザイン
（公共制度，公共政策，公共空間），計画理論（計画システム，社会計
画，計画支援数理）

社 会 工 学

☆印は，協力講座

研　　究　　部　　門　　名（分　野　名）研 究 所

無機資源，新金属資源，有機資源，生物資源，触媒化学，高分子材料，合成化学，分光化学，
化学システム構築，プロセスシステム工学，無機機能化学，光機能化学， スマートマテリアル資 源 化 学 研 究 所

（１３部門）
１研究施設

資源循環研究施設

知能化工学（知覚情報処理，認知機構，ヒューマンインターフェース），極微デバイス（電子
デバイス，光デバイス，波動応用デバイス），精機デバイス（超微細加工，精密機素，集積マ
シン），高機能化システム（制御システム，動的システム，知的システム），先端材料（材料
設計，極限材料，機能評価），［バイオティック集積工学］，［極微メカノプロセス］，｛知的財
産利用支援システム｝

精 密 工 学 研 究 所
（５大部門）
（２客員部門）

（１連携客員研究分野）
１研究施設

マイクロシステム研究センター

セラミックス機能（超機能薄膜，ナノ機能開発，強相関機能，コンビナトリアルテクノロジ
ー）［機能応用］，セラミックス解析（熱解析，結晶構造解析，電子解析）［超構造解析］，材
料融合システム（極限プロセス，極限材料，防災材料，複合構造材料［融合材料］）

応用セラミックス研究所
（３大部門）
１研究施設

構造デザイン研究センター（カーボンアロイ，ソフトプロセス，超塑性，プローブ顕微鏡）

エネルギー工学（高密度エネルギー，高温エネルギー，エネルギー変換，複合機能流体，｛エ
ネルギー環境工学｝），物質工学（粒子線エネルギー，燃料サイクル，物質変換，物質分離），
システム・安全工学（超高速エネルギー，エネルギー材料，システム安全，システム構成，
｛科学技術政策学｝）

原子炉工学研究所
（３大部門）

（２連携客員研究分野）

［　］は，客員部門
｛　｝は，連携客員研究分野＊　＊学内措置による
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� （平成１５年５月１日現在）
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設 置 目 的センター等名称

本学における保健管理に関する専門的業務を行い，学生及び職員の健康の保持増進を図る。保健管理センター

教育工学的手法によって教育の改善に関する研究，開発，実践を行う。教 育 工 学 開 発
セ ン タ ー

本センターにおける研究・教育用情報システム，学内ネットワークシステム等の運用管理及
び関連する研究・開発を行う。また，情報を基盤とした国際共同研究を行い，諸外国との研
究・教育に関する国際交流を推進する。

学 術 国 際 情 報
セ ン タ ー

本学内外の研究者の協力を得て，極低温下における物性及び理工学に関する研究を行う。極 低 温 物 性 研 究
セ ン タ ー

産・学・官の連携に基づく共同研究を大学主導で計画的に推進し，かつ，高い創造力と起業
家精神を有する優れた学内の人材を支援し，ベンチャー企業の育成をする。

フロンティア創造
共同研究センター

学校施設をはじめとする教育・学術・スポーツ・文化施設について，社会の進展に寄与する
機能的，効果的な利用を図るための総合的な施設計画に関する研究開発を行う。

教育環境創造研究
セ ン タ ー

草津白根山をはじめ，全国の活動的火山において，化学的及び物理学的方法で総合的な火山
学の研究を行うとともに，学生に観測，調査等の実習及び研究の場として利用させる。

火 山 流 体 研 究
セ ン タ ー

留学生に対する日本語教育等及びこれに必要な調査，研究を実施するとともに修学及び生活上の相
談指導業務を体系的，総合的に行い，また，留学交流に関する教育指導の充実発展に寄与する。留 学 生 セ ン タ ー

本学における最先端の生命科学研究を支援するため，生命情報分野，遺伝子実験分野，アイ
ソトープ分野から構成され，実験動物の飼育・管理，遺伝子及びアイソトープ実験の教育・
研究，並びにバイオインフォマティックス研究の支援を行う。

バイオ研究基盤支援
総 合 セ ン タ ー

地球温暖化に対処するため，ハイブリッド炭素化学，二酸化炭素隔離及び炭素回収エネルギ
ーに関し研究する。

炭素循環エネルギー
研 究 セ ン タ ー

ナノメートル構造で生じる量子効果による光・電子デバイスの飛躍的性能向上，新機能発現，
そのための結晶成長・加工・デバイス集積化法を研究する。

量子効果エレクトロ
ニクス研究センター

言語一般及び個別言語について基礎理論研究及び応用研究を行い，言語コミュニケーション理論の
発展及び異文化理解の深化を目指すとともに，本学における新しい言語教育システムの確立を図る。

外 国 語 研 究 教 育
セ ン タ ー

産・官・学連携の下に，高度な数理・情報工学的諸方法を用いて，金融・財務に関し先端技術研究を
推進するとともに，関係産業界への円滑な技術移転を図り，もって理財工学研究の発展に寄与する。

理 財 工 学 研 究
セ ン タ ー
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設 置 目 的施 設 名部 局 名

情報の像化及び像のプロセス技術に関する研究を行う。像情報工学研究施設大学院理工学研究科

新しい生物機能を利用した資源リサイクルシステムの構築
に関する研究を行う。資源循環研究施設資 源 化 学 研 究 所

超高速・大容量の情報伝達・処理のための光電子システム
の基礎技術の研究を行う。マイクロシステム研究センター精 密 工 学 研 究 所

バウンダリーデザインによるセラミックスの特性発現と信
頼性向上に関する研究を行う。構造デザイン研究センター応用セラミックス

研 究 所
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　現在，本学が持っている研究と教育のポテンシャルを十二分に発揮して従来の組織にとらわれない「科学技
術の研究体」を横断的に組織し，創造プロジェクト研究を企画，推進するものであり，本構想による各プロジ
ェクト研究は，本学教官グループの自由意志に基づいた特徴あるテーマの研究を，産業界及び官界の協力を得
て，本学が学内組織として強力に推進するものである。各研究体は約１０年間を目途に研究を進めている。

（平成１５年５月１日現在）

設 置 時 期研　　　究　　　長研　　究　　体　　名

平 成 ４ 年 度三　木　千　壽　大学院理工学研究科教授都 市 基 盤 施 設

平 成 ４ 年 度國　枝　博　昭　大学院理工学研究科教授２１世紀に向けての超大規模集積回路自動設計
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　今日，大学における学術研究の成果については，経済の活性化といった社会貢献の点でその重要性が高まっ
ており，これを基にして大学と産業界との間で，研究面での連携・協力関係の強化が求められている。このよ
うな社会情勢に対応するため，本学では，国際的産学官研究拠点の形成基盤となる革新的特定研究分野を立ち
上げ，戦略的な展開を推進するため，「イノベーション研究推進体」を平成１４年６月に設置した。
　「イノベーション研究推進体」は，本学の強みをアピールするため，現在，各教員が個別に実施している革
新的特定研究分野をグループ化，あるいは新研究分野を立ち上げて，本学の研究シーズの戦略的展開を推進す
るためのものであり，部局・専攻といった従来の垣根を越えた，全学にわたるバーチャルな横断的組織である。
設置にあたっては，「研究戦略室」の支援により調整を行った上で，学長に答申し認定される。
　「イノベーション研究推進体」は，大学から発信する研究シーズと企業のニーズとが一致することにより，
産学連携のビジネスモデルの構築を目的とするほか，国等の資金による大型プロジェクトのニーズに対しては，
戦略的かつ機動的に対応することが可能となる。

（平成１５年５月１日現在）
プロジェクト件数研究分野プロジェクト件数研究分野

１０件エネルギー４件ライフサイエンス
４件製造技術１０件情報通信
６件社会基盤５件環　　境
１件フロンティア１３件ナノテクノロジー・材料
５３件合　　計

������������	
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設置部局教育研究領域の概要設置期間寄附者寄附講座・寄附研究部門

大学院理工学研究科
附属像情報工学研究
施設

ヘルスケア情報システムを社会イ
ンフラとして構築し，ヘルスケア
情報の高度利用を可能にするため
の学問分野を確立する。

H９．１１．１
〜

H１２．１０．３１
（３年）凸版印刷�ヘルスケア情報（凸版印

刷）寄附研究部門 H１２．１１．１
〜

H１５．１０．３１
（３年）

大学院理工学研究科
　電気電子工学専攻

地球環境に過大な負荷と影響を与
えずに，限られたエネルギー資源
を利用するという境界条件を満た
す電力･エネルギーシステム技術
に関わる教育研究を行う。

Ｈ１２．４．１
〜

Ｈ１５．３．３１
（３年）東京電力�エネルギー ･マネージメ

ント （東京電力） 寄附講座 Ｈ１５．４．１
〜

Ｈ１７．３．３１
（２年）

大学院理工学研究科
附属像情報工学研究
施設

IT情報化社会のインフラとして注
目されているICカード（スマート
カード）の普及をはかるため，相
互運用確保方式の提案と検証，ス
マートカードおよびセキュリティ
応用システムの研究を行う。

Ｈ１３．１０．１
〜

Ｈ１５．９．３０
（２年）

NTTコミュニケーシ
ョンズ�

IT都市創造工学（NTTコ
ミュニケーションズ）寄
附研究部門
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　「２１世紀COE（センター・オブ・エクセレンス）プログラム」とは，世界最高水準の研究教育拠点の形成を
目指すため，平成１４年度から，新たに文部科学省において実施されたプログラムである。初年度の平成１４年度
は，５分野で１６３大学が申請した４６４件のうち，５０大学，１１３件のCOEが採択され，本学では，下表の３分野４件
が採択された。

（平成１４年度採択分）
拠点リーダー専攻等名プログラム名称分野名

半 田　 宏

◎生命理工学研究科生命情報専攻
・生命理工学研究科生体分子機能工学専攻
・生命理工学研究科生物プロセス専攻
・生命理工学研究科分子生命科学専攻
・生命理工学研究科生体システム専攻

生命工学フロンティア
システム生 命 科 学

山 本 隆 一

◎総合理工学研究科物質電子化学専攻
・総合理工学研究科化学環境学専攻
・理工学研究科化学専攻
・理工学研究科物質科学専攻
・理工学研究科応用化学専攻
・理工学研究科化学工学専攻

分子多様性の創出と機
能開拓化学，材料科学

細 野 秀 雄

◎総合理工学研究科物質科学創造専攻
・総合理工学研究科材料物理科学専攻
・理工学研究科材料工学専攻
・理工学研究科有機・高分子物質専攻

産業化を目指したナノ
材料開拓と人材育成化学，材料科学

荒 井 滋 久

◎理工学研究科電気電子工学専攻
・理工学研究科電子物理工学専攻
・理工学研究科集積システム専攻
・総合理工学研究科物理情報システム創造専攻
・総合理工学研究科電子機能システム専攻

フォトニクスナノデバ
イス集積工学情報，電気，電子

◎印は，中核となる専攻
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国際交流会館

　　国際交流に関する諸事業及び外国人研究
者（東京工業大学及び他の理工系の大学等
に属する研究者）の宿泊の用に供し，教育
研究の国際交流の促進に資する施設

留学生会館

　　東京工業大学及び東京地区，横浜地区の
国立大学に在学する外国人留学生の宿舎

学生寮（松風学舎）

　　東京工業大学在学の学部，大学院修士課
程及び博士課程の男子学生を対象とした寮

収 容 人 員所　　在　　地名　　称

単身室（１８�）
７３室

夫婦室（３９�）
１５室

家族室（５６�）
１２室

〒１４５�００６１ 東京都大田区石川町
　　　　　　１�１�１８
（東急目黒線・大井町線大岡山駅
徒歩１０分
東急池上線石川台駅徒歩８分）

東京工業大学
国際交流会館

単身室（１２．５�）
５０室

夫婦室（４０�）
１０室

〒２２７�００５２ 神奈川県横浜市
　　　　　 青葉区梅が丘１７�２
 （東急田園都市線藤が丘駅徒歩１５分）

梅 が 丘
留学生会館

単身室
（１２．５～１３．７５�）

４６室
夫婦室（４０�）

５室

〒２２７�００６７ 神奈川県横浜市青葉区
　　　　　 松風台２１�１３
 （東急田園都市線青葉台駅徒歩１５分）

松 風
留学生会館

個室（１３�）
１４４室

〒２２７�００６７ 神奈川県横浜市青葉区
　　　　　 松風台２１�１３
 （東急田園都市線青葉台駅徒歩１５分）

松 風 学 舎
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　本学図書館は，昭和５２年度に最初の理工学系外国雑誌センター館に指定され，他の分野（医学系等）の外国
雑誌センター館と調整・協力しつつ，理学・工学・技術分野の外国学術雑誌の網羅的収集に努めている。近年，
特に需要の増えている国際会議録，テクニカルレポートの収集にも力を注ぎ，収集した文献は全国の理工学系
研究者に活用されている。国立情報学研究所が提供している相互貸借サービスシステム（NACSIS-ILL）等を
利用した複写申し込みは，平成１４年度で約２４，０００件に上る。また平成１０年度から電子図書館を立ち上げ，イン
ターネット上での情報提供サービスの充実も図っている（http://www.libra.titech.ac.jp/）。

���� （平成１５年３月３１日現在）
図　書

計分　館 （すずかけ台地区）本　館 （大岡山地区）平成１４年度

５９２，１８６人８６，５５３人５０５，６３３人入 館 者 数

１２３，７６３冊　２５，１８５冊　９８，５７８冊館 外 貸 出

　　７７８席　　１７２席　　６０６席座 席 数

□ 学外利用者 
□ 学内利用者 

2000年度 
43,763
156,631

2001年度 
69,352
256,156

2002年度 
99,153
328,491

0
50,000
100,000
150,000
200,000
250,000
300,000
350,000
400,000
450,000
500,000

200,394

325,508

427,644

検索回数 

計文学語学芸術産業工学自然
科学

社会
科学歴史哲学総記区分

３８３，２３８２５，９０５８，５１８９，３１８１５，０８０１１５，３２２９８，０１６５８，２２１２２，３６１１９，２１２１１，２８５和漢書

５０３，２４６１７，２５４８，６６５９，５４０７，１１１１６０，８４７２３３，５０３３５，８４２６，４７９９，４２９１４，５７６洋書

８８６，４８４４３，１５９１７，１８３１８，８５８２２，１９１２７６，１６９３３１，５１９９４，０６３２８，８４０２８，６４１２５，８６１計

雑　誌　　　　　　　　

開館時間

・授 業 期 間　月～金　８：４５～２１：００　　土・日・祝日　１１：００～１７：００
・創立記念日／夏期休業日／冬期休業日（年末年始を除く）臨時の休業日及び３月
　　　　　　　月～金　８：４５～１７：００　　土　１１：００～１７：００

計　１８，０１９タイトル外国雑誌　１３，３７８タイトル国内雑誌　４，６４１タイトル

附属図書館ホームページ（電子図書館サービス）へのアクセス回数
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��������	� （平成１５年５月１日現在）

合計
そ の 他 の 職 員教　　　　　官

区　　　分
小計その他技官事務官小計養護教諭

実習助手教諭小計助手講師助教授教授学長

２４１２４０７３０２０３１１事 務 局

１９１３７１３２４１５４６３３９５２大学院理工学研究
科（理学系）・理学部

６７８１２４４４８０

５４９４５３４７１２６１０８１１３大学院理工学研究
科（工学系）・工学部

７５２３５１８２９大 学 院
情報理工学研究科

７８２３２２３３０大 学 院
社会理工学研究科

４８０１１４４２７２

８７３５４２２２６大 学 院
生命理工学研究科

１３６４０７４１４８大 学 院
総合理工学研究科

５３２５１１３１４資源化学研究所

５３２３１４１６精密工学研究所

３７１０２１１１４応用セラミックス
研 究 所

５３１６８８３７１４１２１１原子炉工学研究所

２８２８２８０附 属 図 書 館

９９１０２６２８９１３１３８３７学 内 共 同 教 育
研 究 施 設 等

１，７７０５６９９１４３４１７５４９４５１，１４７３９５２２３３９３９０１合　　　　　計

※休職及び育児休業期間中の職員を除き，臨時的任用及び再任用職員を含む。

�������� （平成１５年５月１日現在）

合　　計助手相当客員助教授客員教授区　　　　分

６２２２大学院理工学研究科

��������	
��
��	������������
���� �（平成１５年５月１日現在）

合　　計助　　手
（人材養成ユニット）

助教授
（人材養成ユニット）

教　　授
（人材養成ユニット）区　　　　分

４１１２大学院社会理工学研究科
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����� （平成１５年５月１日現在）

合計

在　　　　学　　　　生　　　　数
入学
定員学　　　科学

部 計４年次３年次２年次１年次

女男女男女男女男女男

８１　　１　　８０　　０　　３８　　１　　２３　　０　　１９　　２５数 学

理　
　

学　
　

部

２００［２］２０　　１８０［２］６　　７０［１］８　　５５　　６　　５５［１］５４物 理 学

１２１［１］１５　　１０６［１］６　　３７　　５　　３４　　４　　３５［１］３７化 学

４　　０　　４　　０　　４　　応 用 物 理 学

１２１［２］１１［１］１１０［１］４　　５１［１］４　　２６　　３［１］３３　　３４情 報 科 学

１１７　　１９　　９８　　１０　　３６　　２　　３６　　７　　２６　　３５地球惑星科学

２３１［３］１８［２］２１３［１］１８［２］２１３［１］１ 年 次

８７５［８］８４［３］７９１［５］２６　　２３６［２］２０　　１７４　　２０［１］１６８［２］１８［２］２１３［１］１８５計

１０３　　１０　　９３　　４　　３４　　４　　３１　　２　　２８　　３３金 属 工 学

工　
　
　
　
　

学　
　
　
　
　

部

８０［５］９［１］７１［４］６　　２７［２］２［１］２１　　１　　２３［２］３［１］１００　　２０有機材料工学

１１０　　１５　　９５　　５　　３５　　７　　３０　　３　　３０　　３０無機材料工学

２１５［３］３１［１］１８４［２］１２　　６９［１］１１　　５８［１］８［１］５７　　７０化 学 工 学

９５　　１７　　７８　　４　　２８　　７　　２６　　６　　２４　　２３［７］１２０［５］３０高 分 子 工 学

１８１［５］７　　１７４［５］３　　６０［１］２　　５７［２］２　　５７［２］５２機 械 科 学

１２５［４］４　　１２１［４］３　　４９［２］０　　４１［１］１　　３１［１］４０機械知能システム学

１４０［２］１１［２］１２９　　５［１］４６　　１　　４３　　５［１］４０　　９［３］２２３［１８］４０機 械 宇 宙 学

１６５［６］１０［１］１５５［５］１　　６５［１］５　　４２［１］４［１］４８［３］４３制御システム工学

１１８［９］１５［３］１０３［６］６［２］４１［１］４［１］３０［２］５　　３２［３］３６経営システム工学

１６［１］０　　１６［１］０　　１６［１］電気・電子工学

２２　　１　　２１　　１　　２１　　
１０［１］２４６［２１］

電子物理工学

２５８［２１］１１［３］２４７［１８］６［１］９１［５］２［１］７９［５］３［１］７７［８］８２電気電子工学

３７２［２２］１８［５］３５４［１７］７　　１２１［７］８［５］１２７［６］３　　１０６［４］１０２情 報 工 学

１１１［１］１１　　１００［１］５　　４０　　５　　３１　　１　　２９［１］３４土 木 工 学

１７０［９］５５［４］１１５［５］２０［１］４７［４］２０［１］３２［１］１５［２］３６　　２９［１１］１１７［５］４５建 築 学

１１８［２］１７　　１０１［２］８　　３５　　４　　３４［１］５　　３２［１］３６社 会 工 学

１３１［４９］２１［１３］１１０［３６］８［５］４８［１０］５［３］３３［９］８［５］２９［１７］４０開発システム工学

８８０［７２］７４［２３］８０６［４９］７４［２３］８０６［４９］＊２０１ 年 次

３,４１０［２１１］３３７［５６］３,０７３［１５５］１０４［１０］８７３［３５］８７［１２］７１５［２９］７２［１１］６７９［４２］７４［２３］８０６［４９］７３３計

２３０［５］３６［１］１９４［４］１５［１］７４［１］１１　　６３　　１０　　５７［３］７５生 命 科 学
生
命
理
工
学
部

２８２［１５］６６［５］２１６［１０］２２　　７２［３］２８［５］７２［３］１６　　７２［４］７５生 命 工 学

１　　１　　１　　生 体 機 構 学

２［１］２［１］２［１］生体分子工学

１７５［８］２７［５］１４８［３］２７［５］１４８［３］＊１０１ 年 次

６９０［２９］１２９［１１］５６１［１８］３７［１］１４９［５］３９［５］１３５［３］２６　　１２９［７］２７［５］１４８［３］１５０計

４,９７５［２４８］５５０［７０］４,４２５［１７８］１６７［１１］１,２５８［４２］１４６［１７］１,０２４［３２］１１８［１２］９７６［５１］１１９［３０］１,１６７［５３］１，０６８合　　　　計

１．＊印の定員は第３年次編入学定員
２．［　］内は留学生で内数
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������ （平成１５年５月１日現在）

博
士
後
期
総
合
計

博 士 後 期 課 程修
士
総
合
計

修 士 課 程

専 攻 名

研

究

科

在 学 生 数入
学
定
員

在 学 生 数入
学
定
員

計３年次２年次１年次計２年次１年次

女男女男女男女男女男女男女男

162141604148４６［１］２４４［１］１２０１２４［１］２２数 学

理

工

学

研

究

科

４１［１］1４０［１］0151１６［１］098５１２４９１２４１２５２３基 礎 物 理 学

2222026080612７６４７２１３０３４２３５物 性 物 理 学

28226280100812７８［１］１０６８［１］７３２［１］３３６３５化 学

３２［４］６［１］２６［３］1１２［３］４［１］9157４０３３７１１９２１８１９地球惑星科学

３４［５］７［３］２７［２］2８［２］４［３］101910７０［２］７６３［２］３３５［２］４２８２９物 質 科 学

３５［８］５［１］３０［７］3１１［３］２［１］９［２］0１０［２］13８７１０７７４３５６４２３６材 料 工 学

６１［１７］１０［７］５１［１０］５［４］２７［７］３［３］１６［２］2８［１］15１０７［５］１５［３］９２［２］７［３］４９［２］８４３４６有機・高分子物質

３３［１］４［１］29112３［１］70107５４［３］１３４１［３］５２２［２］８１９［１］２０応 用 化 学

１０［５］３［３］７［２］２［２］４［２］02１［１］19７１［６］１２［３］５９［３］７［２］２９［１］５［１］３０［２］２６化 学 工 学

21111機 械 工 学

１８［１１］４［３］１４［８］２［２］３［３］２［１］５［４］６［１］12９７［２］７［１］９０［１］５［１］４７［１］２４３３５機械物理工学

２４［９］0２４［９］0１１［６］0６［２］0７［１］15１１９［４］３［１］１１６［３］２［１］５９［３］１５７４３機械制御システム

２６［６］１［１］２５［５］0１１［２］0８［３］１［１］69６５［１］２６３［１］１３４［１］１２９２４機械宇宙システム

２［２］0２［２］0２［２］電気・電子工学

２４［９］0２４［９］0８［５］0７［２］0９［２］10７８［１０］３［２］７５［８］０３９［３］３［２］３６［５］２７電気電子工学

２３［６］1２２［６］0１３［５］0２［１］179８２［４］２８０［４］０４５［３］２３５［１］２８電子物理工学

３３［１６］３［２］３０［１４］１［１］１６［７］1８［３］１［１］６［４］10８２［１１］４７８［１１］２４２［７］２３６［４］２７集積システム

２６［１４］２［２］２４［１２］１［１］１２［６］１［１］８［４］0４［２］8５８［４］６５２［４］４２９［２］２２３［２］２１土 木 工 学

２９［４］４［２］２５［２］２［１］１２［２］２［１］80511８６［７］２７［１］５９［６］１４［１］４１［５］１３１８［１］３２建 築 学

２１［１３］２［２］１９［１１］２［２］７［４］0４［３］0８［４］9６４［１２］６［１］５８［１１］４２７［６］２［１］３１［５］２４国際開発工学

３５［８］5３０［８］3１５［５］2１１［３］048６３［５］２６１［５］２３１［４］０３０［１］１５原 子 核 工 学

５７５［１３９］６５［２８］５１０［１１１］３１［１３］２２０［６４］２５［１２］１５８［３０］９［３］１３２［１７］202１,４７４［７８］１４０［１２］１,３３４［６６］７１［８］６８９［４３］６９［４］６４５［２３］５６７計

３０３０３－　バイオサイエンス

生
命
理
工
学
研
究
科

１［１］０１［１］０１［１］－　バイオテクノロジー

２６［３］３［２］２３［１］２［２］１１［１］０５１７８５９［５］１４［４］４５［１］９［３］２２［１］５［１］２３２１分子生命科学

４２［５］１３２９［５］５１０［２］５１１［２］３８［１］６５９［１］１１［１］４８７［１］２４４２４１８生体システム

４６［４］６［１］４０［３］５［１］１９［２］１１２［１］０９６６５［４］１７［２］４８［２］９［１］２５［１］８［１］２３［１］１８生 命 情 報

２７［２］６［１］２１［１］１［１］１２［１］１５４４７５６［３］１０［２］４６［１］５［２］２５［１］５２１２０生物プロセス

３８［１２］２３６［１２］０１２［５］０１１［３］２１３［４］８５９［４］１８［１］４１［３］１０［１］２０［３］８２１２１生体分子機能工学

１８３［２７］３０［４］１５３［２３］１３［４］６８［１２］７４４［６］１０４１［５］３５２９８［１７］７０［１０］２２８［７］４０［８］１１６［６］３０［２］１１２［１］９８計



��

�� （平成１５年５月１日現在）

（注）［　］内は留学生で内数

博
士
後
期
総
合
計

博 士 後 期 課 程修
士
総
合
計

修 士 課 程

専 攻 名

研

究

科

在 学 生 数入
学
定
員

在 学 生 数入
学
定
員

計３年次２年次１年次計２年次１年次

女男女男女男女男女男女男女男

５３［９］５［１］４８［８］２１５［５］２［１］１６［３］１１７２２９４［２］１５［１］７９［１］６［１］４３［１］９３６２７物質科学創造

総　

合　

理　

工　

学　

研　

究　

科

６０［９］１３［６］４７［３］９［５］１８［２］４［１］１２［１］０１７２０１１９［５］２６［３］９３［２］１６［３］４５［２］１０４８４４物質電子化学

４３［８］４［３］３９［５］１［１］１６［２］２［１］９［１］１［１］１４［２］１９１０３［５］７［１］９６［４］５［１］５０［４］２４６４１材料物理科学

４６［１１］１０［１］３６［１０］２１８［４］３１１［３］５［１］７［３］２６１０３［６］２３［１］８０［５］１６［１］４３［２］７３７［３］３１環境理工学創造

３２［６］６［１］２６［５］４［１］１５［３］２７［２］０４１８８６［３］１８［１］６８［２］９［１］３３［１］９３５［１］４４人間環境システム

２３［５］１２２［５］１１１［４］０５［１］０６１７８８［１］１８７［１］１４７［１］０４０４１創造エネルギー

４１［１７］３［３］３８［１４］２［２］２１［６］１［１］６［３］０１１［５］１６９４［４］２５［１］６９［３］１２［１］３４［２］１３３５［１］３４化 学 環 境 学

５３［３］３５０［３］１２３［１］１１３［２］１１４２７１２４［２］５１１９［２］２５３［２］３６６４２物理情報システム創造

１３［８］０１３［８］０９［６］０４［２］３４１３３１３３精密機械システム

９［２］０９［２］０９［２］１０３２［１］２３０［１］２３０［１］２２メカノマイクロ工学

６９［１７］６［３］６３［１４］１［１］３１［８］３［１］１３［４］２［１］１９［２］３１１４４［６］１４［１］１３０［５］５６９［２］９［１］６１［３］７６知能システム科学

１９［５］１［１］１８［４］０７［１］１［１］３［２］０８［１］１３８６［４］２８４［４］１３８［１］１４６［３］３１電子機能システム

４６１［１００］５２［１９］４０９［８１］２３［１０］１８４［４２］１９［６］９９［２４］１０［３］１２６［１５］２１９１,１０７［３９］１３９［９］９６８［３０］７４［８］４８８［１８］６５［１］４８０［１２］４３３計

３３［４］３［２］３０［２］２［１］１６［１］０８１［１］６［１］１０６８［２］５［１］６３［１］１３３［１］４［１］３０２８数理・計算科学情
報
理
工
学
研
究
科

５１［２３］６［４］４５［１９］５［３］２３［９］０１５［７］１［１］７［３］１２１０６［１１］５［１］１０１［１０］５［１］５３［６］０４８［４］３４計 算 工 学

２５［６］３［１］２２［５］１８［１］２［１］１１［３］０３［１］１３９８［３］１５８３［３］６４２［２］９４１［１］３６情 報 環 境 学

１０９［３３］１２［７］９７［２６］８［４］４７［１１］２［１］３４［１０］２［２］１６［５］３５２７２［１６］２５［２］２４７［１４］１２［１］１２８［９］１３［１］１１９［５］９８計

４２［４］１７［２］２５［２］７［１］９［１］２７８［１］９［１］１１５８［３］１７［３］４１１０［１］１９７［２］２２２４人間行動システム社
会
理
工
学
研
究
科

５１［１３］１５［６］３６［７］７［４］２４［２］６［２］７［２］２５［３］９４５［２］９［１］３６［１］４１８５［１］１８［１］１２価値システム

４５［１６］６［２］３９［１４］４［１］１８［９］２［１］１２［２］０９［３］１３１０３［２３］１４［８］８９［１５］７［５］４２［１３］７［３］４７［２］３１経 営 工 学

１８［５］７［３］１１［２］４［１］８［１］３［２］２［１］０１１１６２［６］１０［２］５２［４］６［２］２７［３］４２５［１］２８社 会 工 学

１５６［３８］４５［１３］１１１［２５］２２［７］５９［１３］１３［５］２８［５］１０［１］２４［７］４４２６８［３４］５０［１４］２１８［２０］２７［８］１０６［１６］２３［６］１１２［４］９５計

１,４８４［３３７］２０４［７１］１,２８０［２６６］９７［３８］５７８［１４２］６６［２４］３６３［７５］４１［９］３３９［４９］５３５３,４１９［１８４］４２４［４７］２,９９５［１３７］２２４［３３］１,５２７［９２］２００［１４］１,４６８［４５］１,２９１合　　計

������ （平成１５年５月１日現在）

合　計その他
原子炉
工　学
研究所

応用セラ
ミックス
研 究 所

精　密
工　学
研究所

資　源
化　学
研究所

大学院
社　会
理工学
研究科

大学院
情　報
理工学
研究科

大学院
総　合
理工学
研究科

大学院
生　命
理工学
研究科

大学院
理工学
研究科
工学系

大学院
理工学
研究科
理学系

区　分

８７１２０４３１９８６７２４１３日本人
８１８０４６２８９９２３１２留学生
１６８９２４１０５２７１７１５９５５１５合　計

その他は学術国際情報センター等学内共同教育研究施設



��

������� （平成１５年５月１日現在）

計研究生等博士後期課程修士課程学　　部課程
国・地域名

１２１７３１イ ラ ン ・ イ ス ラ ム 共 和 国

ア　
　
　

ジ　
　
　
　

ア　
（ 　
 
）
７７８

１１イ ス ラ エ ル 国
２２シ リ ア ・ ア ラ ブ 共 和 国
３１１１イ ン ド
６６８２３２２１３イ ン ド ネ シ ア 共 和 国
４３５７９２２ヴェトナム社会主義共和国
３２１ラ オ ス 人 民 民 主 共 和 国
５３２シ ン ガ ポ ー ル 共 和 国
４２２スリランカ民主社会主義共和国
５３１０２７１３３タ イ 王 国
１４５１５９３１６２１大 韓 民 国
１９５８３３台 湾
３３４３４９１５９１５０中 華 人 民 共 和 国
３１２モ ン ゴ ル 国
４３１パキスタン・イスラム共和国
２５２１７４２バングラデシュ人民共和国
７５２ネ パ ー ル 王 国
１１３６１１フ ィ リ ピ ン 共 和 国
３０１１１０１８マ レ ー シ ア
２１１ミ ャ ン マ ー 連 邦
５２２１ト ル コ 共 和 国
１１サ ウ ジ ア ラ ビ ア 王 国
６６オ ー ス ト ラ リ ア大洋（７） １１フ ィ ジ ー 諸 島 共 和 国
７６１エ ジ プト・アラブ共和国

ア
フ
リ
カ （　

）
１６

１１チ ュ ニ ジ ア 共 和 国
２１１モ ロ ッ コ 王 国
１１アルジェリア民主人民共和国
１１ナイジェリア連邦共和国
１１エ チ オ ピ ア
１１ケ ニ ア 共 和 国
１１セ ネ ガ ル 共 和 国
１１タ ン ザ ニ ア 共 和 国
４４ノ ル ウ ェ ー 王 国

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（　

）
５９

２２ス ウ ェ ー デ ン 王 国
１１フ ィ ン ラ ン ド 共 和 国
２１１英 国
１１ス イ ス 連 邦
５２３ス ペ イ ン
２２リ ト ア ニ ア 共 和 国
３１１１イ タ リ ア 共 和 国
２２ク ロ ア チ ア 共 和 国
６４１１ド イ ツ 連 邦 共 和 国
１１ハ ン ガ リ ー 共 和 国
１１ブ ル ガ リ ア 共 和 国
６３１２フ ラ ン ス 共 和 国
２２ポ ー ラ ン ド 共 和 国
３２１オ ラ ン ダ 王 国
１１マ ケ ド ニ ア
２１１ア イ ス ラ ン ド 共 和 国
１１ス ロ バ キ ア 共 和 国
５１３１ル ー マ ニ ア
８６２ロ シ ア 連 邦
１１ベ ラ ル ー シ 共 和 国
８６２ア メ リ カ 合 衆 国北

ア
メ
リ
カ （　

）
２１

６１２３メ キ シ コ 合 衆 国
２２カ ナ ダ
１１キ ュ ー バ 共 和 国
１１エ ル サ ル バ ド ル 共 和 国
２１１グ ア テ マ ラ 共 和 国
１１ホ ン ジ ュ ラ ス 共 和 国
１１ベ ネ ズ エ ラ 共 和 国

南
ア
メ
リ
カ （　

）
２０

１０６３１ブ ラ ジ ル 連 邦 共 和 国
３２１コ ロ ン ビ ア 共 和 国
２１１ペ ル ー 共 和 国
１１チ リ 共 和 国
１１ア ル ゼ ン チ ン 共 和 国
１１ボ リ ビ ア 共 和 国
１１エ ク ア ド ル 共 和 国

９０１１３２３３７１８４２４８計
（注）「研究生等」の中には，日本語研修生及び特別聴講学生を含む。
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619

396

140

83

667

447

105

115

731

478

142

111

769

483

165

121

768

466

180

122

764

469

178

117

750

468

173

109

781

481

172

128

803

901

493

521

194

248

116
132

合計 
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���������� （平成１５年５月１日現在）

累　 計平成１４年度平成１３年度平成１２年度平成１１年度平成１０年度区　分

研究科名 計博士後
期課程

修士
課程計博士後

期課程
修士
課程計博士後

期課程
修士
課程計博士後

期課程
修士
課程計博士後

期課程
修士
課程計博士後

期課程
修士
課程

２７６１３６１４０２７１３１４２０１１９２８１４１４１９７１２２１１２９理 工 学 研 究 科

８１４２３９９４５１０３７６５１５３２８５３生命理工学研究科

１１８６８５０１３６７１４９５１７１１６１４８６１８１１７総合理工学研究科

３８１３２５４２２２１１４２２４２２３０３情報理工学研究科

３０１０２０５１４６１５１１０５２３４２２社会理工学研究科

５４３２６９２７４５８２６３２５２２５２７５６３３２３４７２２２５５４３０２４計

日本伝統文化体験交流会 日本事情補講「日本文化探検隊」－明治神宮神楽殿にて－



��

�������
��� （平成１５年度）

入 学 者 数志 願 者 数募 集 人 員類　・　学　部

２０２１，１５９１８５１ 類 理 学 部

９３３８０８３２ 類 工 学 部

１３１５７０１２１３ 類 工 学 部

２１０１，３８４１９２４ 類 工 学 部

２３４１，２３１２１２５ 類 工 学 部

１３７６８０１２５６ 類 工 学 部

１６４６８７１５０７類 生 命 理 工 学 部

１，１７１６，０９１１，０６８計

����������	
� （平成１５年度）

合　計社会理工学情報理工学総合理工学生命理工学理工学研　　究　　科

１１１１９平 成１４年 度

１５０４１１９２７９９累　　計

���� （平成１５年度）

入学者合計
博 士 後 期 課 程修　　士　　課　　程

研　　究　　科
入学者数志願者数入学定員入学者数志願者数入学定員

８５５�１４１�１５０２０２７１４�１，２０７５６７理 工 学 研 究 科

１９３�５１�５２３５１４２�２１８９８生命理工学研究科

６８１�１３６�１４０２１９５４５�１，０９６４３３総合理工学研究科

１５０�１８�１９３５１３２�１８３９８情報理工学研究科

１６９�３４�４０４４１３５�２８４９５社会理工学研究科

２，０４８�１１４３８０�４０１５３５１，６６８�２，９８８１，２９１計

※複数志望可能な専攻については，第一志望のみを集計した。 ○内は平成１４年１０月入学者で外数

���������	�
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関東 62％ 

東北 2％ 

北海道 2％ 
その他 8％ 

九州 6％ 

中国，四国 4％ 

北陸 3％ 

 

北海道（19） 

青森県（3）岩手県（2）宮城県（9）秋田県（1） 
山形県（3）福島県（8） 

茨城県（41）栃木県（15）群馬県（13） 
埼玉県（77）千葉県（81）東京都（314） 
神奈川県（180） 

新潟県（12）富山県（10） 
石川県（7）福井県（2） 

その他（90） 

近畿 3％ 
滋賀県（1）京都府（6）大阪府（15） 
兵庫県（8）奈良県（3）三重県（9） 

中部 10％ 
山梨県（8）長野県（14）岐阜県（12） 
静岡県（34）愛知県（56） 

鳥取県（3）島根県（2）岡山県（5）広島県（16） 
山口県（6）徳島県（3）香川県（3）愛媛県（7） 
高知県（4） 

福岡県（28）長崎県（5）熊本県（9） 
大分県（5）宮崎県（2）鹿児島県（15）沖縄県（5） 

計　1，171人 



��

����� （平成１４年度）

その他
就　　職　　状　　況

進学者数卒業（修了）者数区　　　　　分
公務員教　員非製造業製造業

１５２４１９７１６６２１３理 学 部
学　
　
　

部

３３３０４２４０７３２８５０工 学 部

１１２０６３１５８１８０生 命 理 工 学 部

５９７４６７５０１，０５６１，２４３合　　　　計

２６１１０１８２３５４１０４６７７理 工 学 研 究 科大　

学　

院
（
修
士
課
程
）

４３０１５４４５６１２２生命理工学研究科

２０７３１３５２５７８９５１１総合理工学研究科

５３０５２４０１４１１４情報理工学研究科

１１０３６３１６２１１１４社会理工学研究科

６６２４６４４７７１１２８４１，５３８合　　　　計

６８１６９１５　　－９９理 工 学 研 究 科大 
学 
院
（
博
士
後
期
課
程
）

３６０３４６　　－４９生命理工学研究科

７７１９７１４　　－１０８総合理工学研究科

１００３１２　　－１６情報理工学研究科

１６０１２０　　－１９社会理工学研究科

２０７２２２２３３７　　－２９１合　　　　計

（注）　非製造業とは情報通信，運輸，金融・保険，サービス業等である。
　　　教員の中に大学の助手等を含み，公務員には教員を含まない。
　　　「その他」は研究生，帰国外国人等であり，博士後期課程においては，ポストドクター等を含んでいる。

��������	�

�������� （平成１５年３月３１日現在）

論　　文　　博　　士課　　程　　博　　士区　分
研究科 計学　術工　学理　学計学　術工　学理　学

３３０３１２９９７７３１９平成１４年度
理 工 学 研 究 科

２，６６９２１２，２６１３８７３，３０３８６２，３２１８９６累 計

１００５５４９１２１２７平成１４年度
生命理工学研究科

６６０３６３０４１０１２１６１９３累 計

１４０１３１１０８７７７２４平成１４年度
総合理工学研究科

８７２１０７３３１２９１，５２６２８１，１７７３２１累 計

３０１２１６１１２３平成１４年度
情報理工学研究科

３５２２６７１４０２１９２２７累 計

３２１０１９１１８０平成１４年度
社会理工学研究科

１９１０８１１２０６０５６４累 計

３，６６１４３３，０６４５５４５，４９９１９６３，８６２１，４４１総　　　　計
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協定の主な内容開始年月協定締結相手大学等名国　　　　　名
教，学，情１９８０． １０ハルピン工業大学

中 華 人 民 共 和 国

教，学，情１９８５．　４清華大学
教，学，情１９９１．　８上海交通大学
教，学，情１９９１．　８北京大学
教，学，情１９９１．　８西安交通大学
教，学，情１９９３．　９浙江大学
教，学，情１９９３． １２北京理工大学
教，学，情１９９７．　９中国科学技術大学
教，学，情１９９４．　７インド工科大学デリー校イ ン ド
教，学，情１９８８．　６バンドン工科大学

イ ン ド ネ シ ア 共 和 国 教，学，情１９９２． １２インドネシア大学
教，学，情２０００．　２ガジャマダ大学
教，学，情１９９１． １２イスラエル工科大学イ ス ラ エ ル 国
教，学，情２０００． １１シャリフ工科大学イラン・イスラム共和国
教，学，情１９８６．　５韓国科学技術院

大 韓 民 国

教，情１９９１． １２韓国科学技術研究院
教，学，情１９９２．　７韓国海洋大学
教，学，情１９９２．　９高麗大学
教，学，情１９９３．　７慶北大学
教，学，情１９９５．　４全北国立大学
教，学，情１９９６．　４漢陽大学
教，学，情２００２．　４延世大学
教，学，情２００３．　３ポーハン科学技術大学
教，学，情１９９２．　５デラサール大学

フ ィ リ ピ ン 共 和 国
教，学，情１９９２．　８フィリピン大学
教，学，情１９９１．　２シンガポール大学シ ン ガ ポ ー ル 共 和 国
教，学，情１９８５． １０チュラロンコン大学

タ イ 王 国
教，学，情１９９２． １１キングモンクット工科大学ラカバン校
教，学，情１９９６．　３タマサート大学
教，学，情１９９６． １２カセサート大学
教，学，情２００１．　９国家科学技術開発庁
教，学，情１９９７． １１国立成功大学

台 湾 教，学，情１９９８． １１国立清華大学
教，学，情１９９９．　１国立台湾大学
教，学，情１９９２． １２中東工科大学

ト ル コ 共 和 国
教，学，情１９９８．　３ボアージチ大学
教，学，情１９９５．　８ハノイ工科大学

ヴェトナム社会主義共和国
教，学，情１９９５．　８ハノイ大学
教，学，情１９９４．　８メルボルン大学オ ー ス ト ラ リ ア
教，学，情１９９２．　９ゲント大学

ベ ル ギ ー 王 国
教，学，情１９９４．　５ブラッセル自由大学
教，学，情１９９２．　９デンマーク工科大学デ ン マ ー ク 王 国
教，学，情１９９５． １０ヘルシンキ工科大学

フ ィ ン ラ ン ド 共 和 国
教，学，情１９９８．　４ラッペンランタ工科大学
教，学，情１９９２．　９国立ポンゼショセ大学

フ ラ ン ス 共 和 国 教，学，情２００２．　４国立芸術工科大学
教，学，情２００２．　５レンヌ大学
学１９８２．　７ミュンヘン工科大学

ド イ ツ 連 邦 共 和 国 教，学，情１９９２．　４シュツッツガルト大学
教，学，情２００１．　８ヨハネス・グーテンベルク大学
教，学，情１９９７．　３ボローニヤ大学

イ タ リ ア 共 和 国 教，学，情１９９８．　９ローマ大学
教，学，情２００２．　５ミラノ工科大学
教，学，情１９９３．　２ノルウェー工科・自然科学大学ノ ル ウ ェ ー 王 国
教，学，情１９９３．　６モスクワ物理工科大学

ロ シ ア 連 邦
教，学，情１９９９． １１ノボシビルスク国立大学



��

協定の主な内容開始年月協定締結相手大学等名国・地域名
教，学，情１９９１．　９スウェーデン王立工科大学

ス ウ ェ ー デ ン 王 国
教，学，情１９９２． １０シャルマーズ工科大学
教，学，情１９７８．　９スイス連邦工科大学ス イ ス 連 邦
教，学，情１９７９．　５マンチェスター工科大学

英 国

教，学，情１９９２．　９インペリアルカレッジ
教，学，情１９９３．　２ストラスクライド大学
教，学，情１９９３．　３リーズ大学
教，学，情１９９３．　９サレイ大学
教，情２００１．　３ケンブリッジ大学チャーチルカレッジ

教，学，情１９９５．　５アルバータ大学カ ナ ダ
教，学，情１９７４．　５ワシントン大学

ア メ リ カ 合 衆 国

教，学１９８８．　４カリフォルニア大学
教，学，情１９９２．　７オレゴン州立大学
教，学，情１９９２．　８ウィスコンシン大学マディソン校
教，学，情１９９２．１１メリーランド大学ボルティモア校、カレッジパーク校
教，学，情１９９３．　６オハイオ州立大学
教，学，情２００１．　１ジョージア工科大学
教，学，情２００２．　５ペンシルバニア州立大学
教，学，情１９９１．　５サンパウロ大学

ブ ラ ジ ル 連 邦 共 和 国
教，学，情１９９２．１０ブラジル航空工科大学

教：教官，研究者交流　学：学生交流　情：学術情報交換

協定の主な内容本 学 関 係 部 局開始年月協定締結相手大学等名国　　　　名
教，情工学部，大学院総合理工学研究科１９８０．　８北京科学技術大学（旧北京鋼鉄学院）

中華人民共和国
教，学，情工学部制御システム工学科北川研究室１９８６．　９北京理工大学機電一体化中心
教，学，情工学部・機械系学科１９８９．　１清華大学材料力学交流会
教，学，情工学部・土木工学科１９９３．１１浙江大学土木工程学系
教，学，情大学院社会理工学研究科経営工学専攻２００１．　９清華大学科学技術社会研究センター
教，情応用セラミックス研究所２００３．　２サルダールパテル大学材料学科イ ン ド
教，情原子炉工学研究所１９９７．　６インドネシア原子力庁インドネシア共和国
教，情原子炉工学研究所１９９３．　８韓国科学技術院先端原子力工学研究センター

大 韓 民 国

教，情工学部・無機材料工学科１９９６．　５韓国科学技術院材料界面科学技術研究センター
教，情応用セラミックス研究所１９９６．　５ソウル大学分子触媒研究センター
教，学，情工学部・機械科学科１９９８．１１朝鮮大学校輸送機械部品工場自動化研究所
教，学，情工学部・機械科学科１９９９．　４ソウル大学機械宇宙工学科
教，学，情大学院理工学研究科国際開発工学専攻１９９９．　９延世大学工学部化学工学科
教，学，情工学部・土木工学科１９９３．　４フィリピン大学土木関係学科等フィリピン共和国
学，情工学部，大学院社会理工学研究科１９９８．　４シドニー工科大学

オーストラリア
教，学，情工学部・建築学科１９９９．　８ロイヤル・メルボルン工科大学建設環境工学部建築学科
学工学部２０００．　７パリ建築大学ヴィレット校フランス共和国
教，情量子効果エレクトロニクス研究センター１９９４．　９ポール・ドゥルード固体物理学研究所

ドイツ連邦共和国
教，情原子炉工学研究所１９９８．　２カールスルーエ研究所
教，情精密工学研究所２０００．　７カールスルーエ研究所
教，学，情大学院総合理工学研究科２００１．　５ミュンヘン大学人間学研究センター
教，学，情大学院総合理工学研究科１９９９．　７トリノ工科大学イタリア共和国
学大学院総合理工学研究科１９９６．　６トウェンテ大学化学技術学部

オ ラ ン ダ 王 国 学工学部，大学院社会理工学研究科１９９８．　９デルフト工科大学情報システム学部
学工学部２０００．　８デルフト工科大学建築学部
教，情原子炉工学研究所１９９２．　８ロシア科学センタークルチャトフ研究所

ロ シ ア 連 邦 教，学，情原子炉工学研究所１９９７．１２ロシア物理電力工学研究所
教，学，情原子炉工学研究所１９９８．　１オブニンスク原子力工科大学
学大学院情報理工学研究科１９９７．　９リンシェーピン大学工学研究科

スウェーデン王国
学工学部１９９７．１１ルンド大学工学部
教，学，情工学部・化学工学科２００１．１０ジュネーブ大学化学科，結晶学研究所ス イ ス 連 邦
教，情学術国際情報センター２００２．１２カナダ気象庁・教値予報研究部カ ナ ダ
教，情工学部・建築学科１９７８．　１ワシントン大学建築都市計画学部建築学科

アメリカ合衆国
教，学，情工学部・制御システム工学科１９９１．　６マサチューセッツ工科大学機械工学科
教，学，情工学部・機械宇宙学科１９９６．　５マサチューセッツ工科大学機械工学科
教，学，情工学部・機械系４学科１９９９．１０スタンフォード大学機械工学科
教，情学術国際情報センター２００３．　１カリフォルニア大学サンディエゴスーパーコンピュータセンター（SDSC）

教：教官，研究者交流　学：学生交流　情：学術情報交換
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合　計
日本学術振興会特別研究員産業教育

内地留学生
プロジェクト
研 究 員

文部科学省
内地研究員等

科学教育研
究室研究生

私学研
修員等

民間等共同
研 究 員

受 託
研究員部 局 名

計DC１DC２PD
４９４５１０１３２２３１大学院理工学研究科（理学系）
７８３８１１１４１３１３３６大学院理工学研究科（工学系）
４６３５９１３１３１０１大学院生命理工学研究科
４０１７４１０３１１１９２大学院総合理工学研究科
７６１１４１大学院情報理工学研究科
５３２１２大学院社会理工学研究科
４０１２５４３２２６資 源 化 学 研 究 所
２１８４３１１７５精 密 工 学 研 究 所
１６７２１４６３応用セラミックス研究所
９１１８原 子 炉 工 学 研 究 所
２２教育工学開発センター
３２２１学術国際情報センター
４７４５２フロンティア創造共同研究センター
１１１文教施設研究開発センター
２２１１遺 伝 子 実 験 施 設
１１炭素循環エネルギー研究センター
５４２２１量子効果エレクトロ

ニクス研究センター
３７２１８１４９６５６７１３１２０１５６２８計

（注）日本学術振興会特別研究員は，新規採用及び継続を含む。

�����

������（平成１４年度の延人数）

人数部　　局　　名

２０大学院理工学研究科（理学系）

５６大学院理工学研究科（工学系）

１０大学院生命理工学研究科

１０大学院総合理工学研究科

２１大学院情報理工学研究科

１７大学院社会理工学研究科

１３資 源 化 学 研 究 所

１３精 密 工 学 研 究 所

５応用セラミックス研究所

１７原 子 炉 工 学 研 究 所

１教育工学開発センター

２量子効果エレクトロニクス研究センター

２フロンティア創造共同研究センター

１遺 伝 子 実 験 施 設

１外国語研究教育センター

１８９計

�������

人数国・地域名人数国・地域名人数国・地域名

２スロバキア共和国１２タ イ 王 国４バングラデシュ人民共和国

２スロベニア共和国１ト ル コ 共 和 国３６中華人民共和国

２ス イ ス 連 邦１台 湾７イ ン ド

４連 合 王 国１オーストラリア５イラン・イスラム共和国

１カザフスタン共和国１カメルーン共和国５インドネシア共和国

４ロ シ ア 連 邦６エジプト・アラブ共和国２イ ス ラ エ ル 国

１カ ナ ダ２ブルガリア共和国２日 本 国

１１アメリカ合衆国１０フランス共和国３８大 韓 民 国

２ブラジル連邦共和国２ドイツ連邦共和国１レバノン共和国

７そ の 他１ハンガリー共和国２ネ パ ー ル 王 国

２オランダ共和国１０フィリピン共和国

１８９計（３３か国）１ル ー マ ニ ア１シンガポール共和国
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歳　　出 歳　　入 

平成１4年度決算額 
（単位：百万円） 

雑収入 

学校財産貸付料,  用途指定寄付金受入 
産学連携等研究収入,  他 

国立学校特別会計 
39,481(96.8%)

研究所 
3,028(7.4%)産学連携等研究費 

2,852(7.0%)

施設整備費 
3,850(9.4%)

文部科学本省ほか 
一般会計 
1,319(3.2%)

国立学校 
24,090(59.0%)

総額 
40,800

総額 
9,634

授業料及び 
入学検定料 

5,569 
(57.8%)

その他 
4,065 
(42.2%)

改革推進公共投資 
施設整備費 
5,661(14%)

��������	
�� （平成１４年度）

交　付　金　額（千円）採　択　件　数研　究　種　目
１９８，９００　（４５，９００）２特 別 推 進 研 究 （２） 
１０３，８００８特 定 領 域 研 究 （１）    
９６４，５３８１１７特 定 領 域 研 究（２） 
１０３，９００６２萌 芽 研 究
８６，７１０　（２０，０１０）７若　手　研　究 　 （A）
１９４，４００１５１若　手　研　究 　 （B）
５，４００１特　別　研　究　促　進　費 　（１）
８１，６４０　（１８，８４０）４基　盤　研　究（ S ）      
１２３，３７０　（２８，４７０）８基　盤　研　究（A） （ １）
６１７，３７０（１４２，４７０）３７基　盤　研　究（A） （ ２）
６５，２００１８基　盤　研　究（B） （ １）
７４９，７００１７３基　盤　研　究（B） （ ２）
３，３００２基　盤　研　究（C） （ １）

１７４，５４５１３４基　盤　研　究（C） （ ２）
９，４００１地域連携推進研究費（ １）
１５，０００１地域連携推進研究費（ ２）
１１７，０００　（２７，０００）１学　術　創　成　研　究　費（ １）
３１６，９４０　（７３，１４０）３学　術　創　成　研　究　費（ ２）
１８０，６９２１７３特 別 研 究 員 奨 励 費
４，１１１，８０５（３５５，８３０）９０３合　　　　　計

（注）（　）内は間接経費で内数
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22.8億 

25.4億 

34.3億 

36.9億 
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719件 

860件 
878件 883件 

944件 943件 
911件 

14

42.2億 

901件 903件 

（2.8億） 

41.1億 
（3.5億） 

科学研究費補助金実績比較表

（注）（　）内は間接経費で内数

��������	
��
���� （平成１４年度採択分）

金　額（千円）プログラム名称分　　野　　名
２６８，０００生命工学フロンティアシステム生 命 科 学
１５０，０００分子多様性の創出と機能開拓化 学 ， 材 料 科 学
１５０，０００産業化を目指したナノ材料開拓と人材育成化 学 ， 材 料 科 学
１８３，０００フォトニクスナノデバイス集積工学情報，電気，電子
７５１，０００合　　　　　　計

��������� （平成１４年度）

金　　額（千円）件　　　数名　　　　　　　称
１，０５５，４７２９５３奨 学 寄 附 金
１，２８７，１２３２０２受 託 研 究 費
８８９，２９０２０７共 同 研 究 費

３，２３１，８８５１，３６２合　　　　　　　計
（注） �奨学寄附金には， 寄附講座・ 寄附研究部門及び創造プロジェクト研究の寄附件数及び寄附金額が含まれる。
　　�受託研究費には，科学技術振興費主要５分野の研究開発委託事業及び電源開発促進対策委託事業等が含まれる。
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� 単位：�（平成１５年５月１日現在）

計そ の 他田　　町すずかけ台大 岡 山用　　　途　　　別
４６０，４３６（７３８）２９，１３２（７３８）１２，８９９２０４，８７７２１３，５２８庁 舎 敷 地

土　
　
　

地

４３，６９６５，３１３９，７１７２８，６６６屋 外 運 動 場
１５，３３６１５，３３６寄 宿 舎 敷 地
１１，０４０７，０３８５４３３，４５９宿 舎 敷 地
４，２２０３，５３６６８４そ の 他
５３４，７２８（７３８）５６，８１９（７３８）２３，１５９２０８，４１３２４６，３３７計
２８，１６１２８，１６１理 学 部

建　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

物

８２，８３４８２，８３４工 学 部
１２，４２４１２，４２４工学部附属工業高等学校
２，０４０２，０４０附属像情報工学研究施設
２０，０６７２０，０６７生 命 理 工 学 部
１８，９０３１８，９０３大学院情報理工学研究科
２４，１５３２４，１５３大学院社会理工学研究科
５２，９３０５２，９３０大学院総合理工学研究科
７，０６１７，０６１資 源 科 学 研 究 所
５３４５３４附 属 資 源 循 環 研 究 施 設
９，２１１９，２１１精 密 工 学 研 究 所
８，９０２８，９０２応用セラミックス研究所
８０１８０１附属構造デザイン研究センター

１１，３３１１１，３３１原 子 炉 工 学 研 究 所
１０，０１０２，９１０７，１００附 属 図 書 館
７７５２８２４９３保 健 管 理 セ ン タ ー
９７９９７９教 育 工 学 開 発 セ ン タ ー
３，９０４３，９０４学 術 国 際 情 報 セ ン タ ー
６７８６７８極低温物性研究センター
７，４０８７，４０８フロンティア創造共同研究センター
１，２１４１，２１４教育環境創造研究センター
７５８６４７１１１火 山 流 体 研 究 セ ン タ ー
１，０６０１，０６０留 学 生 セ ン タ ー
５４１５４１炭素循環エネルギー研究センター
３，７５０３，７５０量子効果エレクトロニクス研究センター
１，９５９１，９５９外国語研究教育センター
５，０８１５，０８１バイオ研究基盤支援総合センター
１，９７８１，９７８ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー
９９８９９８インキュベーションセンター
５，９５９５，９５９総 合 研 究 館
９，７３６５，３４８４，３８８国 際 交 流 会 館
１，０９０１，０９０百 年 記 念 館
３１８３１８地 球 史 資 料 館
１，１１５１，１１５創造プロジェクト研究館
４，２４８４，２４８事 務 局
２，４０２２６１２，１４１教 職 員 施 設
５，５９８１，４９０４，１０８運 動 場
１，２３４１，２３４講 堂
５，０６４１，７３２３，３３２福 利 施 設
６，２９３２，１８５１，０６１３，０４７課 外 活 動 施 設
８，８２１５，８２４１，５１２１，４８５職 員 宿 舎
４，２１４４，２１４学 生 寄 宿 舎
４３，１９１８４９，０６１８，３２３２５，７２３そ の 他
４１９，７２８１８，５６３２４，４８７１３４，３０２２４２，３７６計

（注）（　）内は借用地で外数
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（平成１５年５月１日現在）

経常費
決算額蔵書数建　物土　地

大　学　院学　部区分

年度
博士後期課程修士課程

卒業生数入学定員
修了生数入学定員修了生数入学定員

９２２千円２１，５２５冊３，８３４�　�　人　人　人　人　人１５０人昭４
２，１２８４１，８４８５４，５４２２６２，９０２１７８２５２　１５
１８８，２９７９２，９２５５８，４９９３１２，２１１３５８４００　２０
１８８，２９７９２，９２５５８，４９９３１２，２１１３９２旧制 ４６０

新制 ３００　２５
４４９，０３７１１１，１７３７１，１１４３０９，５１４３７６８１３５３３５３５５　３０
７８７，１９１１４５，１０７７８，５８１３０９，４８４１２７３４４１４５３８７５０５　３５

２，４７９，７８８２００，２０８１１１，１６６３０８，７３７３７８７２０５２１３５９０７０５　４０
４，４６０，０７０２８４，６７７１４６，４７３４８４，５１５７２１４９３４８２９４７７６８９５　４５
１１，３７８，０６８３６０，４９９１８５，３０９５１０，６８３６８２０５５０９６１７７９０７７４　５０
１２，４４４，５３８３７４，７４７２１２，４０２５１５，８５８７２２２１５６４６１９７８８７７４　５１
１３，６７１，４５３３９３，４３６２２２，８６９５２８，７８０１０２２４１６１９６２６７９５７７４　５２
１３，８６３，８１６４１１，２６８２４５，１５１５２８，７８０９５２４１６６１６３６８１６７７４　５３
１３，６４４，９５０４２８，６７２２４５，８３６５２９，７８０１００２４３６２０６４３７６７７７４　５４
１４，２８８，０８４４４４，７６５２４５，７９１５２９，５１５９１２４８６１３６４３７７５７７４　５５
１５，３３４，６６０４６２，８２３２４７，３４４５３１，８４８１１１２４８６３９６４８７５４７７４　５６
１６，１３６，２５８４８２，９４９２４８，９８７５３１，８４８８１２５０６５２６４８７８９７８４　５７
１６，３１９，１７８５０３，２７１２５２，８２６５３１，８４８８２２５０６４２６５３７７４７８４　５８
１８，４４７，１８４５２０，１４３２５２，６８７５３１，８４８９６２５０６９０６６０７７８７９４　５９
１７，４５１，６８０５３８，８８４２６１，９６８５３１，８４８８６２５０６９４６６５７７６８３６　６０
１７，９９３，４７１５５６，０３０２６４，３１６５３１，８４８９７２５０７５０６６８８１６９６１　６１
３１，３５６，７４５５８１，４６７２６４，９５７５３３，２４２１０６２５０７６８６７６７８４１，０６５　６２
２１，４７９，６３１６１３，１３０２７６，１６８５３３，２４２１４１２５０７５８６７９８４４１，１８２　６３
２０，９５７，０１１６４６，０９９２７７，６７２５３３，２４２１１５２５０８１０６８１９０９１，１８２平元
２３，２１５，７７６６４７，３３０２７７，６７２５３３，２４２１３９２５０８４０７２０１，１０７１，１８２平２
２４，１０９，４５６６９１，０２６２８６，８３１５３２，５３３１５３２５０９４０７２０１，１７２１，２２２平３
２８，０９５，９０２７００，２９９２８６，８３１５３２，５３３１５２２８７９７０７９８１，１７４１，２７７平４
３２，２７９，０８１７１８，１９５３１９，４０４５３２，５３３１８１２８７９８８８１８１，１５４１，２７７平５
２９，８０９，７８１７３２，７９４３１９，４０４５３５，２３９２０６３０４１，１１３８６８１，２０２１，２７７平６
３４，１８１，３８４７５０，１７２３１９，４０４５３５，２３９２５３３３１１，１５４９０８１，２８２１，３１７平７
３１，１１９，２１３７６４，６５４３２５，３６０５３５，２３９２５５３７２１，２１５９９７１，３２９１，２９７平８
３４，３２６，６６８７８６，７２２３３６，１３０５３５，２３９３２３４０１１，３１３１，０３６１，２９７１，２５７平９
３４，６８８，８３０８０４，３２６３３５，８５１５３４，３１９２８９４４６１，３５８１，１０９１，３４１１，１８７平１０
３５，９１６，２６９８２４，０６２３５６，５００５３４，２２３３３７４９４１，３５６１，１９６１，３２８１，１２３平１１
３７，２１６，４４６８４０，７６６３６２，７６９５３４，７２８３４９５３４１，４８８１，２９０１，２３７１，０６８平１２
３４，９５１，６４７８５８，３１６３６８，９３５５３４，７２８３４６５３４１，４９７１，２９０１，１８８１，０６８平１３
３９，４８０，９７２８７１，０８９３９６，６３４５３４，７２８２９１５３４１，５３８１，２９０１，２４３１，０６８平１４

８８６，４８４４１９，７２８５３４，７２８５３５１，２９１１，０６８平１５
※蔵書数は平成１５年３月３１日現在の数
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備　考交　　　　　　　通所 在 地 及 び 電 話 番 号学 部 等 名団地名番号

東京急行大井町線・目黒線大岡山駅下車
徒歩１分〒１５２�８５５０ 目黒区大岡山２�１２�１

理工学研究科，事務局，理・工学部，情報
理工学研究科，社会理工学研究科，１研
究所，その他

大岡山①

東京急行田園都市線すずかけ台駅下車
徒歩５分〒２２６�８５０３ 横浜市緑区長津田町４２５９

生命理工学研究科，生命理工学部，総
合理工学研究科，３研究所，総合研究館，
その他

すずかけ台②

ＪＲ山の手線・京浜東北線田町駅下車
徒歩２分〒１０８�００２３ 港区芝浦３�３�６工学部附属工業高等学校，その他田　町③

東京急行田園都市線青葉台駅下車
徒歩１５分

〒２２７�００６７ 横浜市青葉区松風台２１�１３
 �（０４５）９８１�７１１５，（０４５）９８３�９５２１松風学舎，松風留学生会館松風台④

東京急行田園都市線藤が丘駅下車
徒歩１５分

〒２２７�００５２ 横浜市青葉区梅が丘１７�２
 �（０４５）９７１�６４７３留学生会館梅が丘⑤

収容人員
３０名

ＪＲ吾妻線万座・鹿沢口駅からＪＲバス
鹿沢温泉下車徒歩１０分

〒３７７�１５２４ 群馬県吾妻郡嬬恋村大字鎌原
字湯の丸山１０５３�８３４ �（０２７９）９８�０５５２「福利厚生関係施設」（鹿沢合宿研修所）鹿　沢⑥

収容人員
４０名

ＪＲ常磐線水戸駅から茨城交通バス大貫角一
停留所前／大洗鹿島線大洗駅下車徒歩２０分

〒３１１�１３１１ 茨城県東茨城郡大洗町
大貫角一２５７ �（０２９２）６７－５００７ 〃 （大洗合宿研修所）大　洗⑦

収容人員
３０名ＪＲ大糸線海の口駅下車徒歩１５分〒３９８�０００１ 長野県大町市大字平１４７７１�１

 �（０２６１）２３�１１８４ 〃 （木崎湖合宿研修所）大　町⑧

ＪＲ埼京線戸田公園駅下車徒歩１５分〒３３５�００２４ 埼玉県戸田市戸田公園１�５５　　　　〃　　　　（艇庫）戸　田⑨

ＪＲ中央本線塩山駅下車徒歩約２０km〒４０２�０２１１ 山梨県塩山市大字小屋敷
字滑沢２３１９�１　　　　〃　　　　（山小屋）塩　山⑩

ＪＲ吾妻線長野原駅からＪＲバス
草津温泉下車徒歩３０分

〒３７７�１７１１ 群馬県吾妻郡草津町大字草津
字滝尻原６４１�３６ �（０２７９）８８�７７１５火山流体研究センター草　津⑪

鹿沢合宿研修所 木崎湖合宿研修所 大洗合宿研修所
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50 100m0

大岡山西地区 

大岡山南地区 

石川台地区 

緑が丘地区 

大岡山北地区 

大岡山東地区 

至 
武 

杉 
蔵 

至 
二 
子 
玉 
川   

至 
大 
井 
町   

至 
目 
黒   

大 
井 
町 
線   

目 

黒 

線 

  

東 
急   

大 
岡 
山 
駅   

正 
  門 

創造プロジェクト館 

緑が丘1号館 

緑が丘2号館 

緑が丘3号館 

緑が丘4号館 

至 緑 が
 丘 駅   

大岡山北実験棟1

大岡山西8号館 （W）   

大岡山西5号館 

大岡山西6号館 
大岡山西7号館 

大岡山南7号館 

大岡山西4号館 

大 
岡 
山 
南 
1
号 
館   

大 
岡 
山 
南 
5
号 
館   

大岡山西3号館 

大岡山南6号館 

大岡山南3号館 

大岡山南講義棟 
国際交流会館 

石川台4号倉庫 石川台1号館 

石川台2号館 

石川台新3号館 
石川台4号館 

ベンチ ャ ー ・ ビ ジネス ・ ラボ ラ トリ ー 棟・インキュベーションセンター   

学術国際情報センター（国際棟）   
石川台5号館 

石川台実験棟1

大岡山南2号館 

大岡山南実験棟2

超高速エ レ ク ト ロ ニ ク ス 研究棟 

大岡山南実験棟4

大岡山南8号館    

大岡山西1号館 

手島精一先生像 

地球史資料館 

百年記念館 

大学食堂 ・   
サ ークル 棟 3

屋内運動場 

附属図書館 

本館 

本館 

石川台6号館 
単身 
棟 

家 
族 
棟   

大岡山東1号館低層棟 

極 低 温 物性 研 究 セ ンタ ー   

学術国際 
情報 セ ン タ ー   

　 

  

大 
岡 
山 
西 
2
号 
館   

サークル棟4

大岡山西8号館 （E）   

サークル棟2

構内案内板 

正門守衛所 

南門守衛所 

水力 
実験室 

実験廃液処理施設 

大岡山北実験棟2B
大岡山北実験棟3B

バンデグラフ実験室 

大岡山北実験棟3A

大岡山北実験棟2A

大岡山北実験棟4

大岡山北実験棟5

大岡山北実験棟6
RI総合実験室 

ひょうたん池 

ワグネル博士記念碑 

80年記念会議室 

大岡山西9号館 

保健管理センター 

大岡山北2号館 

大岡山北1号館 

緑が丘講義棟 

大岡山南9号館 
（予定） 

事務局1号館 事務局2号館 

小 

サークル棟5

情報ネットワーク演習室 

70年記念講堂 

（情報棟） 

極低温実験棟 

総合研究棟（Ⅱ期） 
 

�������
所在地　東京都目黒区大岡山２�１２�１
最寄駅　東京急行大井町線・目黒線大岡山駅下車徒歩１分
土　地　２４６，３３７�
建　物　延２３４，９５０�
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0 50 100m

至中央林間 

至厚木 
至渋谷 

長津田門 

岡部門 

  

図 
書 
館   

総合研究館別館 

超高圧電子 
顕微鏡室 

廃水処理施設 

調整池 

設備 セ ン タ ー   

大学院総合理工学研究科 
（ 大学院4号館 ）   

大学院総合理工学研究科 
（ 大学院3号館 ）   

大学院総合理工学研究科 
（ 大学院5号館 ）   

大学院総合理工学研究科 
（ 大学院2号館 
すずかけホール 
（大学会館） 

）   

大学院総合理工学研究科 
（ 大学院1号館 ）   

生命理工学部 

バイオ研究基盤 
支援総合センター 　　　　　　　　 

  

機能 セ ラ ミ ッ ク ス 研究棟 
創造研究棟 

合同棟 

  

精密工学研究所・ 
像情報工学研究施設 

M.H.D発電実験棟 

資源化学研究所 

ト ンネル   

調整池 

テ ニス 
コー ト   

資源循環 
研究施設 

レー
ザー
実験
室 

総
合
研
究
館
 

フロンティア創造 
共同研究センター 

歩
行
者
入
口
 

至渋谷 
　大岡山 

すずかけ門 

すずかけ台駅 

国道246号線 

応用 セ ラ ミ ッ ク ス 研究所 
構造 デ ザ イ ン 研究 セ ン タ ー 

��������	
所在地　横浜市緑区長津田町４２５９
最寄駅　東京急行田園都市線すずかけ台駅下車徒歩５分
土　地　２０８，４１３�
建　物　延１１８，６９５�



��

�

�

�

� �

�

��������	


�������

��������	
��
����

����������	
��
���

��������	�
��

��������	�
��

��������	
��
����

����������	
�����

�



��

4号館 

公　　　　　道 

1号館 

2号館 

商
　
店
　
街 

公
　
　
　
　
　
　
道 

部
室
・
倉
庫
棟 

テニスコート 

至品川 
山手線・京浜東

北線 
至東京 

田町駅 

芝浦口 

東海道本線・新
幹線 

正門 体育館 

3号館 

P

グ　ラ　ウ　ン　ド 

�����

所在地　港区芝浦３�３�６
最寄駅　ＪＲ山手線・京浜東北線田町駅下車徒歩２分
土　地　２２，６１６�
建　物　延１３，５５８�

�����������	�


　工学部附属工業高等学校は，科学・技術を核とした理数系科目を重点に，高校における新たな教育システム
について，東工大が進めている研究開発を実践するための附属学校である。また，国立唯一の工業高等学校と
しての立場から，先進的なカリキュラムの研究も行っている。実験・実習を重視した体験的学習を特徴として
おり，平成１４年度に文部科学省からスーパーサイエンスハイスクールの指定を受けている。

構　成

学　　　科　　　名

機械科，電気科，電子科，工業化学科，建築科本 科

機械科，電気科，工業化学科，建築科専 攻 科

��������������������������������（平成１５年５月１日現在）

専　　　攻　　　科本　　　　　　　科

学 科 名 合計２学年１学年入学
定員

合計３学年２学年１学年入学
定員 計女男女男女男計女男女男女男女男

９０９０４０５２５７７４７３３３３１４０４０機 械 科

３４８２６５１０３１６２５５１５４６４１７１２９４０電 気 科

７７９６８２３５７３３４０電 子 科

１８５１３５７０６２０７５９６６５２９４３７４０工業化学科

３４９２５５１５４１０２０７７１８５９８２７１０３２４０建 築 科

１９０２２１６８２２１６８１ 年 次

９５２２７３１５３６７３７９０５４７６７４８０２２１４１２３１７１２２１６８２００計
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東京高等工業学校本館（蔵前当時）

（注）　本学創立当時“職工”とは，現場の実践的技術者を称したもの
で，現在の職工とは異なった意味を持っていた。今は職工とい
う言葉は余り用いられないが，この職工に当たるのは当時“徒
弟”と言われていた。
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東京職工学校設立５．２６明治１４年

東京工業学校と改称３．２４２３年

東京高等工業学校と改称５．１０３４年

東京工業大学へ昇格。 染料化学科， 紡織学科， 窯業学科， 応用化学科， 電気化学科， 機械工学科， 電気
工学科及び建築学科の８学科と数学教室， 物理学教室，物理化学教室及び分析化学教室の４教室設置

４．１昭和４年

無機化学教室設置７．　５年

有機化学教室設置１０．　

化学工学教室設置９．　６年

附属予備部設置９．３０７年

建築材料研究所附置２．２８９年

工業経済教室設置６．　１０年

資源化学研究所附置２．２１１４年

航空機工学科設置４．８

精密機械研究所附置１２．２７

化学工学教室を廃止し，化学工学科新設４．１１５年

金属工学科及び燃料工学科新設４．１１６年

附属高等工業教員養成所設置５．２６１７年

窯業研究所附置１．３０１８年

特別研究生制度発足，幹部技術者講習所及び附属予備部特別予科設置１０．１

電子工学研究所附置１．６１９年

附属工業専門部設置。機械科，電気科，電気通信科，航空機科，金属工学科及び化学工学科設置４．１

燃料科学研究所附置８．２２

附属工業専門部に窯業科新設４．１２０年

航空機工学科及び燃料工学科並びに専門部航空機科廃止１２．３１

電子工学研究所を電気科学研究所と改称３．２２２１年

附属工業専門部廃止３．３１２３年

国立学校設置法公布により国立東京工業大学新設，工学部設置。旧制東京工業大学，同附属予備
部及び同附属高等工業教員養成所は新制に包括し，建築材料研究所，資源化学研究所，精密機械
研究所，窯業研究所，電気科学研究所及び燃料科学研究所附置

５．３１２４年

千葉大学東京工業専門学校附属電波工芸高等学校及び同附属工芸高等学校を本学工学部附属工業
高等学校として移管

４．１２６年

附属予備部及び附属高等工業教員養成所廃止３．３１２７年

大学院工学研究科設置。応用物理学，化学及び化学工学，機械工学，電気工学，金属工学，繊維
工学及び建築学の７専攻設置

４．１２８年

建築材料研究所，資源化学研究所，精密機械研究所，窯業研究所，電気科学研究所及び燃料科学
研究所を建築材料研究所，資源化学研究所，精密工学研究所及び窯業研究所に整備し，学部に印
刷技術研究施設設置

４．１２９年

講座制新設９．７

工学部を理工学部に改称。理工学部に数学，物理学，化学，化学工学，機械工学，電気工学，金
属工学，繊維工学，建築学及び経営工学の１０学科設置

７．１３０年

理工学部に原子炉研究施設設置。大学院工学研究科を大学院理工学研究科に改称４．１３１年

大学院理工学研究科に原子核工学専攻設置４．１３２年

建築材料研究所及び窯業研究所を統合し，工業材料研究所附置４．１３３年

理工学部に数学科，物理学科，化学科，金属工学科，繊維工学科，無機材料工学科，化学工学科，
工業化学科，機械工学科，制御工学科，経営工学科，電気工学科，電子工学科及び建築学科の１４
学科設置

４．１３５年
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蔵前工業学園之蹟（台東区蔵前第六天榊神社境内）
本学の前身の東京高等工業学校跡地
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応用物理学科設置４．１３６年

工業教員養成所設置５．１９

高分子工学科，応用電気化学科及び生産機械工学科設置４．１３７年

本学の大学院の名称及び課程を理工学研究科－５年課程と規定３．３１３８年

理工学部に酵素化学研究施設設置４．１

工業化学科を合成化学科と改称

原子炉研究施設を廃止し，原子炉工学研究所附置４．１３９年

土木工学科設置

印刷技術研究施設を印写工学研究施設と改称

酵素化学研究施設を天然物化学研究施設と改称４．１４０年

電子物理工学科設置

社会工学科設置４．１４１年

機械物理工学科設置４．１４２年

理工学部を理学部，工学部に分離，天然物化学研究施設は理学部に，印写工学研究施設及び附属
工業高等学校は工学部にそれぞれ附属

６．１

工業教員養成所廃止３．３１４４年

理学部に情報科学科設置４．１４５年

工学部応用電気化学科を電気化学科と改称

工学部繊維工学科を有機材料工学科と改称。保健管理センター設置４．１４６年

教育工学開発センター設置４．１４８年

工学部化学工学科，合成化学科及び電気化学科を改組し化学工学科設置

工学部電気工学科，電子工学科及び電子物理工学科を改組し，新たに電気・電子工学科，電子物
理工学科及び情報工学科設置。工学部附属印写工学研究施設を同附属像情報工学研究施設と改称

４．１４９年

資源化学研究所に附属資源循環研究施設設置４．１１

大学院総合理工学研究科設置（既設の理工学研究科に置かれていた７専攻に加えて３専攻（生命化
学，エネルギー科学，システム科学）を新設し１０専攻で発足）

４．１５０年

総合情報処理センター設置。工業材料研究所に附属水熱合成材料実験施設設置５．１０５１年

長津田地区に附属図書館長津田分館設置１０．１５３年

長津田地区に総合理工学研究科等事務部を設置し，長津田地区の事務を一元化４．１５４年

理工学国際交流センター設置

極低温エネルギー実験センター設置４．１５６年

研究・情報交流センター設置４．１５７年

文教施設総合研究センター設置４．１５８年

工業材料研究所附属水熱合成材料実験施設廃止３．３１５９年

工業材料研究所附属新素材セラミックス実験施設設置４．１１

理学部附属天然物化学研究施設廃止４．１６１年

理学部に生命理学科、工学部に生物工学科設置

工学部電気・電子工学科及び電子物理工学科を改組し，新たに電気・電子工学科及び電子物理工
学科設置

４．１６２年

理学部に生体機構学科，工学部に生体分子工学科設置４．１６３年

留学生教育センター及び草津白根火山観測所設置。工業材料研究所附属新素材セラミックス実験
施設を廃止し，同附属セラミックス研究センター設置

４．８

遺伝子実験施設設置５．２９平成元年

生命理工学部設置（理学部の生命理学科及び生体機構学科並びに工学部の生物工学科及び生体分
子工学科を振替）

６．１９２年
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極低温エネルギー実験センター廃止３．３１３年

大学院総合理工学研究科生命化学専攻を知能科学専攻に改称４．１

極低温システム研究センター設置４．１２

大学院生命理工学研究科設置（バイオサイエンス及びバイオテクノロジーの２専攻）４．１４年

炭素循環素材研究センター設置。理学部に地球・惑星科学科設置４．１０

大学院総合理工学研究科に環境物理工学専攻設置４．１５年

工学部機械工学科， 生産機械工学科， 機械物理工学科， 制御工学科及び経営工学科を改組し，機械科
学科，機械知能システム学科，機械宇宙学科，制御システム工学科及び経営システム工学科設置

文教施設総合研究センターを廃止し，文教施設研究開発センター設置

大学院情報理工学研究科設置（数理・計算科学，計算工学及び情報環境学の３専攻）４．１６年

留学生教育センターを廃止し，留学生センター設置６．２４

量子効果エレクトロニクス研究センター及び生物実験センター設置

大学院総合理工学研究科の社会開発工学及びエネルギー科学専攻を改組し，人間環境システム及
び創造エネルギー専攻設置

４．１７年

工学部化学工学科，機械科学科，電子物理工学科及び土木工学科を改組し，化学工学科，機械科
学科，電子物理工学科，土木工学科及び開発システム工学科設置

大学院社会理工学研究科設置（人間行動システム，価値システム，経営工学及び社会工学の４専
攻）

４．１８年

大学院理工学研究科に地球惑星科学専攻設置

大学院総合理工学研究科の知能科学及びシステム科学専攻を改組し，知能システム科学専攻設置

理学部地球・惑星科学科を地球惑星科学科に改称

外国語研究教育センター設置５．１１

工業材料研究所を改組し，応用セラミックス研究所附置

工業材料研究所附属セラミックス研究センターを改組し，応用セラミックス研究所附属構造デザ
イン研究センター設置

アイソトープ総合センター設置４．１９年

大学院総合理工学研究科の電子化学及び材料科学専攻を改組し，物質電子化学，材料物理科学及
び物質科学創造専攻設置

大学院理工学研究科の数学，物理学，化学，応用物理学，地球惑星科学，金属工学（一部），有機
材料工学（一部），無機材料工学（一部），化学工学（一部）及び高分子工学専攻（一部）を改組
し，数学，基礎物理学，物性物理学，化学，地球惑星科学及び物質科学専攻を設置

４．１１０年

大学院総合理工学研究科の化学環境工学及び環境物理工学専攻を改組し，化学環境学及び環境理
工学創造専攻を設置

理学部数学科，物理学科，化学科，応用物理学科，情報科学科及び地球惑星科学科を改組し，数
学科，物理学科，化学科，情報科学科及び地球惑星科学科を設置

研究・情報交流センターを廃止し，フロンティア創造共同研究センターを設置４．９

理財工学研究センター設置４．１１１年

大学院理工学研究科に国際開発工学専攻を設置し，金属工学，有機材料工学，無機材料工学，化
学工学及び高分子工学専攻を改組し，材料工学，有機・高分子物質，応用化学及び化学工学専攻
を設置

大学院生命理工学研究科のバイオサイエンス（一部）及びバイオテクノロジー専攻（一部）を改
組し，分子生命科学，生命情報及び生体分子機能工学専攻を設置

大学院総合理工学研究科の物理情報工学及び電子システム専攻を改組し，物理情報システム創造
及び電子機能システム専攻を設置

生命理工学部生命理学科，生体機能工学科，生物工学科及び生体分子工学科を改組し，生命科学
科及び生命工学科を設置
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草津白根火山観測所を廃止し，火山流体研究センターを設置４．１１２年

大学院理工学研究科機械工学，生産機械工学，機械物理工学，制御工学，電気・電子工学，電子
物理工学，土木工学及び建築学専攻を改組し，機械物理工学，機械制御システム，機械宇宙シス
テム，電気電子工学，電子物理工学，集積システム，土木工学及び建築学専攻を設置

大学院生命理工学研究科バイオサイエンス及びバイオテクノロジー専攻を改組し，生体システム
及び生物プロセス専攻を設置

工学部電気・電子工学科，電子物理工学科及び情報工学科を改組し，電気電子工学科及び情報工
学科を設置

精密工学研究所に附属マイクロシステム研究センター設置
副学長制度を導入し，副学長（教育担当）及び副学長（研究担当）を設置

総合情報処理センター及び理工学国際交流センターを廃止し，学術国際情報センターを設置
極低温システム研究センターを廃止し，極低温物性研究センターを設置

４．１１３年

長津田キャンパスをすずかけ台キャンパスと改称
附属図書館長津田分館をすずかけ台分館と改称

５．２５

「研究戦略室」を設置（学内措置）１１．５

炭素循環素材研究センターを廃止し，炭素循環エネルギー研究センターを設置
総合理工学研究科等事務部をすずかけ台地区事務部と改称
「評価室」及び「国際室」を設置（学内措置）

４．１１４年

「総合安全管理センター」及び「広報・社会連携センター」を設置（学内措置）１０．１

文教施設研究開発センターを廃止し，教育環境創造研究センターを設置
遺伝子実験施設，生物実験センター及びアイソトープ総合センターを廃止し，バイオ研究基盤支
援総合センターを設置
大学院総合理工学研究科精密機械システム専攻をメカノマイクロ工学専攻と改称

４．１１５年

「教育推進室」を設置（学内措置）５．１５
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事務取扱 山　岡　次　郎明治１４年５月東 京 職 工 学 校
 正　木　退　蔵明治１４年９月
 手　島　精　一明治２３年３月東 京 工 業 学 校
 阪　田　貞　一明治３１年２月
 手　島　精　一明治３２年２月
 手　島　精　一明治３４年５月東 京 高 等 工 業 学 校
 阪　田　貞　一大正５年９月
 吉　武　栄之進大正９年１２月
 中　村　幸之助大正１５年６月

�����  中　村　幸之助昭和４年４月東 京 工 業 大 学
 八　木　秀　次昭和１７年３月
 和　田　小　六昭和１９年１２月
事務取扱 山　本　　　勇昭和２７年６月
 内　田　俊　一昭和２７年８月
 山　内　俊　吉昭和３３年８月
 大　山　義　年昭和３７年８月
 實　吉　純　一昭和４１年８月
事務取扱 斯　波　忠　夫昭和４３年８月
 斯　波　忠　夫昭和４３年１０月
事務取扱 加　藤　六　美昭和４４年５月
 加　藤　六　美昭和４４年１０月
 川　上　正　光昭和４８年１０月
 齋　藤　進　六昭和５２年１０月
 松　田　武　彦昭和５６年１０月
 田　中　郁　三昭和６０年１０月
 末　松　安　晴平成元年１０月
 木　村　　　孟平成５年１０月
 内　藤　喜　之平成９年１０月　

相　澤　益　男平成１３年１０月～現在
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